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　「西条農業革新都市」推進の協力体制を確認し、米倉弘昌経団
　連会長や中村時広知事、中村芳夫経団連副会長と手を取り合う、
　進出表明調印式　（関連記事２・３ページ）

　大規模な災害が発生した場合、①電話の不通②交通の阻害
③同時多発する火災などで、公共機関の活動能力が著しく低
下します。
　このようなとき、自治会や町内会などコミュニティー（地
域社会）で協力し合い、組織的に行動する自主防災組織の活
動は、被害を最小限に食い止める大きな力となります。
　皆さんの地域で自主防災組織を結成し、コミュニティー防
災で地域の安全を守りましょう。
　（戻川自主防災会の防災訓練の様子　関連記事30ページ）

平成24年度　当初予算の概要平成24年度　当初予算の概要

消防観閲式表彰者紹介消防観閲式表彰者紹介

合宿都市構想　春季合宿に13チーム来西合宿都市構想　春季合宿に13チーム来西

未来都市推進会議・総合食料産業技術懇談会
合同会議を開催
未来都市推進会議・総合食料産業技術懇談会
合同会議を開催
港湾フォーラム、防災体制構築に向け地域と
企業が連携etc
港湾フォーラム、防災体制構築に向け地域と
企業が連携etc
木造住宅の耐震診断・耐震改修、アジア防災
センター客員研究員が来庁etc
木造住宅の耐震診断・耐震改修、アジア防災
センター客員研究員が来庁etc

東部一般廃棄物最終処分場利用開始etc東部一般廃棄物最終処分場利用開始etc
介護保険料の変更、梅まつり入賞作品介護保険料の変更、梅まつり入賞作品

第12回西条市立て干し網開催第12回西条市立て干し網開催



▼未来都市モデルの構築
○西条農業革新都市推進事業
　　　　　　　　　　　　 1,000万円

▼産学官連携の促進
○フィールド大学事業 　 　 315万円
▼都市基盤の整備
○船屋王至森寺線道路改良事業
　　　　　　　　　　 ３億5,808万円
▼新エネルギーの活用促進
○住宅用太陽光発電システム導入促進
　事業　　　　　　　　　 6,367万円

▼医療体制の充実
○休日夜間急患センター整備・管理運
　営事業　　　　　　 １億4,315万円

▼救急体制の充実
○東消防署橘出張所整備事業
　　　　　　　　　　　　 8,491万円
▼保健・医療の充実
○ワクチン接種事業
　 　 　 　 　 　 　 　　9,337万円
○妊婦健康診査事業
　　　　　　　　　　　　 7,864万円

病院事業会計 ５億９,３４７万円
水道事業会計
企 業 会 計 名 当 初 予 算 額

特 別 会 計 名 当 初 予 算 額

１７億６２０万円

壬生川財産区 ３２４万円
庄内財産区 ２９６万円
畑地かん水事業 ２,７３０万円

４３７万円
本谷温泉事業 ２,９４６万円
小松地域交流事業 ２億２,７４９万円
土地開発事業 ２６７万円

１億６,３７１万円
港湾上屋事業 ５５７万円

公共下水道事業 ３３億７,２５２万円
小規模下水道事業 ７,２２５万円

簡易水道事業 １億５,０３６万円
介護保険 ９２億４,１６４万円
国民健康保険 １３１億９５５万円

後期高齢者医療保険 １３億４,８４４万円

一般会計　　３７９億５,０００万円　前年度比 0.6％減

予算総額　　６８０億１,１２０万円　前年度比 0.7％増

特別会計　　２７７億６,１５３万円　前年度比 1.8％増

企業会計　　　２２億９,９６７万円　前年度比11.0％増

特別会計の
内訳

企業会計の
内訳

土木費　8.3％　　　　　
３１億４,３６１万円

衛生費 　8.0％　　　　　
     ３０億５,０６２万円

教育費　8.7％　　　　　
３２億７,９９７万円

総務費　11.9％　　　　　
４５億３３２万円

市税　40.5％　　　　　　
１５３億５,５０４万円

民生費　38.3％　　　　　
１４５億４,３３９万円

公債費　12.7％　　　　　
４８億２,５３４万円

地方交付税　21.6％　　　
８１億９,８５１万円

繰入金　3.0％　　　　
１１億４,７７０万円

消防費　4.2％　　　　
１５億７,７３７万円

諸収入　3.0％　　　　
１１億２,７４７万円

国庫支出金　11.7％　　　
４４億３,２５２万円

県支出金　6.4％　　　　
２４億３,７１６万円

市債　6.2％　　　　　　
２３億６,３５０万円

その他　0.5％　　　　
２億１,８７７万円

自動車取得税交付金　0.2％
８,１００万円

地方譲与税　1.1％　　
４億１００万円

使用料・手数料　1.5％
５億６,２２９万円

地方消費税交付金　2.5％
９億５,７００万円

分担金・負担金　1.8％
６億６,８０４万円

その他　0.8％　　　　
３億１,３０２万円

議会費　0.9％　　　　
３億５,７７６万円

商工費　4.1％　　　　
１５億６,８８４万円

農林水産業費　2.1％　
７億８,６７６万円

一般会計の主な事業

▼ 一般会計３７９億５,０００万円の内訳 ▼
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▼防災対策の推進
○災害に強いまちづくり研究事業
　　　　　　　　　　　　　 350万円
○災害対応備品等整備事業
　　　　　　　　　　　　　 736万円
○防災通信システム構築事業
　　　　　　　　　　　　　 290万円
○東日本大震災被災地視察研修事業
　　　　　　　　　　　　 1,260万円

▼子育て環境の充実
○放課後児童健全育成事業
　　　　　　　　　　 １億1,609万円
○放課後子ども教室推進事業
　　　　　　　　　　　　 　353万円
○市立保育所等支援員配置事業
　　　　　　　　　　 １億7,516万円

▼郷土の先人の顕彰
○十河信二先生人物伝製作事業
　　　　　　　　　　　　 　515万円
○十河信二先生寄贈資料保存整備事業
　　　　　　　　　　　　　 127万円

▼防災教育の推進
○12歳教育推進事業　　　　 285万円
○フエ市防災教育支援事業
　　　　　　　　　　　　 1,068万円

▼学校教育の振興
○コミュニケーション教育推進事業
　　　　　　　　　　　　 　317万円
▼商工業の振興
○企業立地促進奨励金
　　　　　　　　　　 ３億5,938万円
○西条紺屋町商店街整備支援事業
　　　　　　　　　　 ３億1,280万円

▼農業の振興
○地域農業マスタープラン作成事業
　　　　　　　　　　　　　　89万円
○新規就農者確保事業
　　　　　　　　　　　　 1,050万円
▼スポーツの振興
○バレーボール
　Ⅴサマーリーグ開催事業
　　　　　　　　　　 　　　 66万円
○えひめ国体競技普及促進事業
　 　 　 　 　 　 　 　 　 333万円 （休日夜間急患センターイメージ図）
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▼商工業の振興
○企業立地促進奨励金
　　　　　　　　　　 ３億5,938万円
○西条紺屋町商店街整備支援事業
　　　　　　　　　　 ３億1,280万円

▼農業の振興
○地域農業マスタープラン作成事業
　　　　　　　　　　　　　　89万円
○新規就農者確保事業
　　　　　　　　　　　　 1,050万円
▼スポーツの振興
○バレーボール
　Ⅴサマーリーグ開催事業
　　　　　　　　　　 　　　 66万円
○えひめ国体競技普及促進事業
　 　 　 　 　 　 　 　 　 333万円 （休日夜間急患センターイメージ図）
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合同会議で得た先生方のご意見等を一部ご紹介します

西
条
農
業
革
新
都
市　

未
来
都
市
推
進
会
議
設
置

第１回第６回

サンライズファーム西条視察の様子

▲未来都市推進会議・総合食料産業技術懇談会合同会議の様子

　

西
条
市
と
㈱
西
条
産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ

ー
は
、
農
林
水
産
業
（
１
次
産
業
）、
製
造
業

（
２
次
産
業
）、
流
通
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
（
３

次
産
業
）
が
連
携
し
た
総
合
産
業
「
６
次
産

業
」
の
創
出
を
め
ざ
し
て
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
ま
で
、
食
料
産
業
技
術
に
造

詣
の
深
い
先
生
方
に
ご
参
集
い
た
だ
き
、
主

に
技
術
的
な
見
地
か
ら
ご
指
導
・
ご
助
言
い

た
だ
く
「
総
合
食
料
産
業
技
術
懇
談
会
」
を

開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
３
月
に
は
日
本
経
団
連
「
未
来
都
市

モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
実
証
地
域
の
指
定

を
、
さ
ら
に
12
月
に
は
国
か
ら
「
西
条
農
業

革
新
都
市
総
合
特
区
」
の
指
定
を
受
け
、
流

通
・
ブ
ラ
ン
ド
化
・
人
材
育
成
な
ど
の
幅
広

い
分
野
か
ら
専
門
家
の
ご
指
導
・
ご
助
言
を

い
た
だ
く
必
要
性
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
新

た
に
「
未
来
都
市
推
進
会
議
」
を
設
置
し
、

今
年
３
月
17
日
に
両
会
議
の
合
同
会
議
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
合
同
会
議
で
は
、
こ
れ
ま
で
当
市

が
総
合
６
次
産
業
の
創
出
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
き
た
事
業
概
要
の
説
明
に
加
え
、
西
条

農
業
革
新
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
新
た
に
設

立
さ
れ
た
サ
ン
ラ
イ
ズ
フ
ァ
ー
ム
西
条
の
ほ

場
を
視
察
し
、
そ
の
後
、
専
門
家
の
方
々
に

よ
る
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

東
京
農
業
大
学
・
山
本
出
名
誉
教
授
を
座

長
と
し
た
意
見
交
換
で
は
、
専
門
家
の
方
々

か
ら
多
く
の
ご
意
見
や
励
ま
し
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
専
門
家
の
方
々
か
ら
の
ご
意
見
を

活
か
す
こ
と
で
、
西
条
市
が
総
合
６
次
産
業

都
市
と
し
て
発
展
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化

と
新
た
な
雇
用
の
創
出
へ
と
繋
い
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。（
左
ペ
ー
ジ
で
そ
の
一

部
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。）

■
問
合
せ

　

農
業
革
新
都
市
推
進
室

　

℡
０
８
９
７
ー
５
２
ー
１
２
８
０

愛媛大学農学部
学部長　仁科弘重氏

　愛媛大学は西条市でトマトの栽培施設を整備し
ているが、今後は、根を冷却することで有効な品
種を探していくことが重要だと思う。また、農業
革新都市の取り組みは、システムづくりに加えて
技術開発の要素も入れるといいと思う。地元の大
学として協力していきたい。

住友化学（株）
代表取締役専務執行役員　高尾剛正氏

　塩害対策は既に東北の方でも始まっているが、
被害を受けた方との調整が難しく、実際には進み
にくい状況にある。河原津の取り組みでは、東北
で行う対策とは別の視点から、塩害に強い作物の
調査などを進めていきたい。このまま農業の振興
がなければ、日本の農業は潰れてしまうという危
機感がある。

東海大学海洋学部
教授　秋山信彦氏

　陸上養殖の第一段階としては成功したが、低コ
スト化には、海面養殖と閉鎖循環ろ過のハイブリ
ッドのシステムを考えていかなければいけない。
また、その地域でどのような魚種が必要とされて
いるかをリサーチし、魚種を増やしていくことが
重要である。

（独）産業技術総合研究所
四国センター　勝村宗英氏

　産業の空洞化が叫ばれる中で、ものづくりの現
場では、海外に持っていかない、持っていけない
技術が存在するが、西条のビジネスには重なる点
がある。また、認定農業者の年齢が上がってきて
いるとの話があったが、そこが若返ってくるビジ
ネスモデルができないかと思う。

東京農業大学
名誉教授　山本　出氏

　計画はよくできていると感じるが、どんな計画
でも計画段階では絵に描いた餅である。
　サンライズファーム西条では牛丸さんという青
年が頑張っていたが、現場の人と一緒に頑張らな
ければならない。

近畿中国四国農業研究センター
産学官連携支援室　関谷敬三氏

　私たちの機関は、新しい品種の裸麦、低コスト
のトマトなどの品種開発を行っている。
　ぜひ加工に適した新しい品種の裸麦も入れてい
ただきたい。
　作物を開発する機関として、多くの点で農業革
新都市プロジェクトへ協力できると思う。

（独）水産総合研究センター瀬戸内海区水産
研究所屋島庁舎　グループ長　山本義久氏

　近年、日本人が魚を食べなくなった。魚を食べ
ると健康になるし、日本人の健康にも影響を与え
る重要な課題だと感じている。
　子どもの舌は９歳までの若い時期に決まってく
るので、これを解決するためには、教育が大事だ
と思っている。

東海大学工学部原子力工学科
理事・教授　内田裕久氏

　世界でも例がない取り組みを進められている。
地元の方々の努力によってＭＨ（水素吸蔵合金）
冷水製造システムのコストダウンが進んでいるが、
このまま世界でトップクラスに引っ張っていけれ
ばと思う。今回の会議資料は、帰って神奈川県の
黒岩知事に渡したい。

愛媛大学農学部
教授　大隈　満氏

　若い人が夢を持ち、親が理解してくれるような
農業にしていきたい。６次産業化を進めるために
は、２次産業、３次産業からのアプローチを増や
さなければならない。私は「西条農業革新都市」
地域協議会の会長でもあるので、総合特区を発展
させていきたい。

西条商工会議所
会頭　伊藤剛吉氏

　15、16年前にアメリカへ行った機会に、農業の
会社を視察した。そこではコンピューターですべ
て管理されていた。今回のプロジェクトを成功さ
せるためには、人的資源をしっかりと管理しなが
ら、収益をあげていかなければならないことが大
切である。

総合地球環境学研究所
研究推進戦略センター　教授　秋道智彌氏

　私は石川県で高齢化対策に取り組んでいるが、
西条出身の人がどこに住んで、どういう形で帰っ
てくるのか調査した方がいい。河原津干拓地の取
り組みは、震災後の東北地方へ大きなインパクト
を与える。しっかりとデータを出すことが、東北
支援へ繋がると思う。

ＨＥＡＲＴの会（人間環境活性化研究会）
理事長（サイクス取締役）山内尚隆氏

　日本では大規模農業をやらなければならないと
思っている。また、給食が一番大事だと思ってい
る。水の西条だから、水耕栽培もしっかりと考え
てほしい。
　様々な作物の栽培にチャレンジしてほしいと思
っている。
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合同会議で得た先生方のご意見等を一部ご紹介します

西
条
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業
革
新
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市　
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市
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進
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議
設
置

第１回第６回

サンライズファーム西条視察の様子

▲未来都市推進会議・総合食料産業技術懇談会合同会議の様子
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17
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を
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催
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し
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し
た
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今
回
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京
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山
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交
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で
は
、
専
門
家
の
方
々

か
ら
多
く
の
ご
意
見
や
励
ま
し
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
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今
後
、
専
門
家
の
方
々
か
ら
の
ご
意
見
を

活
か
す
こ
と
で
、
西
条
市
が
総
合
６
次
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都
市
と
し
て
発
展
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化

と
新
た
な
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用
の
創
出
へ
と
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い
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き
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い
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考
え
て
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ま
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左
ペ
ー
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そ
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一
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を
紹
介
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す
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農
業
革
新
都
市
推
進
室

　

℡
０
８
９
７
ー
５
２
ー
１
２
８
０

愛媛大学農学部
学部長　仁科弘重氏

　愛媛大学は西条市でトマトの栽培施設を整備し
ているが、今後は、根を冷却することで有効な品
種を探していくことが重要だと思う。また、農業
革新都市の取り組みは、システムづくりに加えて
技術開発の要素も入れるといいと思う。地元の大
学として協力していきたい。

住友化学（株）
代表取締役専務執行役員　高尾剛正氏

　塩害対策は既に東北の方でも始まっているが、
被害を受けた方との調整が難しく、実際には進み
にくい状況にある。河原津の取り組みでは、東北
で行う対策とは別の視点から、塩害に強い作物の
調査などを進めていきたい。このまま農業の振興
がなければ、日本の農業は潰れてしまうという危
機感がある。

東海大学海洋学部
教授　秋山信彦氏

　陸上養殖の第一段階としては成功したが、低コ
スト化には、海面養殖と閉鎖循環ろ過のハイブリ
ッドのシステムを考えていかなければいけない。
また、その地域でどのような魚種が必要とされて
いるかをリサーチし、魚種を増やしていくことが
重要である。

（独）産業技術総合研究所
四国センター　勝村宗英氏

　産業の空洞化が叫ばれる中で、ものづくりの現
場では、海外に持っていかない、持っていけない
技術が存在するが、西条のビジネスには重なる点
がある。また、認定農業者の年齢が上がってきて
いるとの話があったが、そこが若返ってくるビジ
ネスモデルができないかと思う。

東京農業大学
名誉教授　山本　出氏

　計画はよくできていると感じるが、どんな計画
でも計画段階では絵に描いた餅である。
　サンライズファーム西条では牛丸さんという青
年が頑張っていたが、現場の人と一緒に頑張らな
ければならない。

近畿中国四国農業研究センター
産学官連携支援室　関谷敬三氏

　私たちの機関は、新しい品種の裸麦、低コスト
のトマトなどの品種開発を行っている。
　ぜひ加工に適した新しい品種の裸麦も入れてい
ただきたい。
　作物を開発する機関として、多くの点で農業革
新都市プロジェクトへ協力できると思う。

（独）水産総合研究センター瀬戸内海区水産
研究所屋島庁舎　グループ長　山本義久氏

　近年、日本人が魚を食べなくなった。魚を食べ
ると健康になるし、日本人の健康にも影響を与え
る重要な課題だと感じている。
　子どもの舌は９歳までの若い時期に決まってく
るので、これを解決するためには、教育が大事だ
と思っている。

東海大学工学部原子力工学科
理事・教授　内田裕久氏

　世界でも例がない取り組みを進められている。
地元の方々の努力によってＭＨ（水素吸蔵合金）
冷水製造システムのコストダウンが進んでいるが、
このまま世界でトップクラスに引っ張っていけれ
ばと思う。今回の会議資料は、帰って神奈川県の
黒岩知事に渡したい。

愛媛大学農学部
教授　大隈　満氏

　若い人が夢を持ち、親が理解してくれるような
農業にしていきたい。６次産業化を進めるために
は、２次産業、３次産業からのアプローチを増や
さなければならない。私は「西条農業革新都市」
地域協議会の会長でもあるので、総合特区を発展
させていきたい。

西条商工会議所
会頭　伊藤剛吉氏

　15、16年前にアメリカへ行った機会に、農業の
会社を視察した。そこではコンピューターですべ
て管理されていた。今回のプロジェクトを成功さ
せるためには、人的資源をしっかりと管理しなが
ら、収益をあげていかなければならないことが大
切である。

総合地球環境学研究所
研究推進戦略センター　教授　秋道智彌氏

　私は石川県で高齢化対策に取り組んでいるが、
西条出身の人がどこに住んで、どういう形で帰っ
てくるのか調査した方がいい。河原津干拓地の取
り組みは、震災後の東北地方へ大きなインパクト
を与える。しっかりとデータを出すことが、東北
支援へ繋がると思う。

ＨＥＡＲＴの会（人間環境活性化研究会）
理事長（サイクス取締役）山内尚隆氏

　日本では大規模農業をやらなければならないと
思っている。また、給食が一番大事だと思ってい
る。水の西条だから、水耕栽培もしっかりと考え
てほしい。
　様々な作物の栽培にチャレンジしてほしいと思
っている。
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vol.９

フエ市防災教育支援事業コーディネーター　中村範子

テト前の盆栽市の様子

　　　　　フエの旧市街を歩いていると、日本人に
も馴染みのある光景に出会えます。美しい鉢の中に
創り出された見事な芸術作品「盆栽」。日本では、
年配者の趣味とイメージする方もいると思いますが
ベトナムでは、国民的文化であるとされており、盆
栽のことを「ホンノンボ」と呼び、愛されています。
このホンノンボは、山と海を含めた大自然を表現す
るものとし、大きいものが好まれる点で日本とは異
なります。ベトナムの家庭では、テト（旧正月）前
に盆栽を購入し、新しい気分で新年を迎えるという
文化があります。そのため、テト前には、各地で盆
栽市が開かれ、若者からお年寄りまで品定めをしに
集まってきます。このテトの花として、テトの時期
に花を咲かせることから、南部では黄色の梅によく
似た花（Hoa Mai）が、
北部ではピンクの桃
（Hoa Dao）が昔から
好まれています。日
本とは少し異なるベ
トナムの盆栽、ベト
ナムの街を歩くとき
の楽しみがひとつ増
えましたね！

　東日本大震災発生から１年が過ぎました。四国でも近い将来、東南海・南海地震の発生が確実視され、私たち
の住む西条市も大きな被害が出ることが危惧されています。地震が起こった際、大きな揺れや、津波、土地の液
状化などにより、鉄道、道路等の陸上交通網が寸断される恐れがあります。その時、緊急物資の搬入や復旧復興
には、多くの物資や機材、そしてひとを運ぶことができる海上交通網、それを繋げる「みなと」の重要性が注目
されています。
　今回、地盤工学がご専門であり、液状化に詳しい嘉門先生、東日本大震災被災で大きな被害を受けられた福島
県相馬市の立谷市長、そして津波の専門家である富田上席研究官を講師にお迎えし、東日本大震災による被害の
状況や、震災の貴重な体験、更には東南海・南海地震への備えなどについてご講演いただきます。
　西条市の産業、市民生活の安全安心に深く関わってくる、災害に強いみなとづくりについて一緒に考えてみま
せんか。ぜひご参加ください。
■内　容　○基調講演会
　　　　　　嘉門雅史氏（地盤工学：香川高等専門学校校長）
　　　　　　立谷秀清氏（被災自治体市長：福島県相馬市長）
　　　　　　富田孝史氏（港湾空港技術研究所：高潮津波研究室長）
　　　　　○パネルディスカッション
■主　催　東予港港湾整備促進期成同盟会、西条市
■問合せ　市庁舎別館港湾課　℡0897－52－1236

「地震・津波・液状化」その取り組み
　～災害に強いみなとづくりを考える～

港湾フォーラムを開催します

５月19日㈯　13時～17時 総合文化会館大ホール

　

大
町
自
主
防
災
連
絡
協
議
会
と
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
ヘ
ル
ス
ケ
ア
㈱
西
条
地
区
と
が
、「
共

助
」
の
精
神
に
基
づ
き
地
域
と
企
業
が
協
力

し
て
災
害
に
よ
る
被
害
の
防
止
や
軽
減
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
応
援
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

調
印
式
の
会
場
と
な
っ
た
市
役
所
で
は
、

自
治
会
や
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ヘ
ル
ス
ケ
ア
㈱
の

関
係
者
な
ど
16
人
が
出
席
し
、
市
長
、
東
予

地
方
局
長
代
理
の
伊
藤
充
総
務
企
画
部
長
の

立
会
い
の
も
と
、
日
野
喜
政
会
長
と
地
区
長

代
理
の
澤
田
正
典
人
事
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
に
よ
る
協
定
の
調
印
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
と
企
業
が
協
定
を
締
結
す
る
の
は
市

内
で
２
例
目
で
あ
り
、
地
域
と
企
業
に
よ
る

実
践
的
な
防
災
体
制
を
構
築
す
る
モ
デ
ル
と

し
て
、
今
後
の
活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
町
自
主
防
災
組
織
と
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ヘ
ル
ス
ケ
ア
㈱
西
条
地
区
が
災
害
応
援
協
定
締
結

防
災
体
制
構
築
に
向
け
地
域
と
企
業
が
連
携

▲調印後の締結者と立会人による固い
　握手の様子。（左から）伊藤市長、
　日野会長、澤田グループマネージャー、
　伊藤東予地方局総務企画部長
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名称が決まったＪＲ伊予西条駅の南北自由通路名称が決まったＪＲ伊予西条駅の南北自由通路

　南北自由通路の名称募集に全国から多くのご応募
（42作品）をいただきました。ありがとうございま
した。厳正な審査の結果、次の名称に決定しました
のでお知らせします。

　命名者のお二人およびご応募してくださいました
多くの方々にお礼申し上げます。今後、整備予定の
ＪＲ壬生川駅「東西自由通路」の名称も募集する予
定です。
問合せ　企画情報部企画調査官　℡0897－52－1209

　

４
月
９
日
、
ア
ジ
ア
防
災
セ
ン
タ
ー
（
神

戸
市
）
の
客
員
研
究
員
ら
３
人
が
市
役
所
を

訪
れ
、
市
長
と
の
面
談
お
よ
び
当
市
の
防
災

事
業
の
取
り
組
み
や
フ
エ
市
防
災
教
育
支
援

事
業
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。（
ア
ジ
ア
防

災
セ
ン
タ
ー
は
日
本
や
中
国
、
タ
イ
な
ど
29

カ
国
で
構
成
。
ア
ジ
ア
の
防
災
能
力
向
上
の

た
め
の
事
業
を
展
開
中
）　

　

今
回
の
訪
問
は
、
平
成
22
年
に
韓
国
イ
ン

チ
ョ
ン
市
で
開
催
さ
れ
た
第
４
回
ア
ジ
ア
防

災
閣
僚
会
議
な
ど
で
、
当
市
の
取
り
組
み
に

関
心
を
持
っ
た
こ
と
か
ら
実
現
し
ま
し
た
。

　

タ
イ
内
務
省
と
モ
ン
ゴ
ル
国
家
緊
急
事
態

省
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
研
究
員
の
２
人
は

大
越
副
市
長
、
左
官
危
機
管
理
局
長
ら
職
員

か
ら
の
説
明
を
熱
心
に
聞
き
、
「
自
主
防
災

組
織
の
結
成
率
の
高
さ
に
驚
い
た
」
「
大
学

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
た
」
と
の
感

想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

東南海・南海地震などの大地震に備えて 木造住宅の耐震診断・耐震改修
耐震診断を受けて、耐震性を確認しましょう！
木造住宅耐震改修補助の募集戸数拡大
　　　　　　　　　　　　５月１日㈫申込受付開始！

■申込み　事前に担当窓口（電話可）へご相談ください。
　その際、建築確認通知書の写しや建築物の登記簿など、
　住宅の建築年度や構造が分かる資料をお持ちください。
■税の減額制度　耐震改修を行った場合、申請をすれば
　固定資産税と所得税が減額されます。

問合せ　　○市庁舎別館建築審査課　建築指導係　℡0897－52－1558　　○各総合支所建設管理課　建設管理係

■対象となる住宅
　昭和56年５月31日以前に着工された２階建て以下の一
戸建て木造住宅で、延べ面積が500㎡以下のもの。
■対象となる耐震診断
　愛媛県木造住宅耐震診断事務所の登録を受けた建築士
事務所が実施する耐震診断
■補助金の額（限度額）
　耐震診断に要する経費の３分の２以内（２万円）
■昨年度実績　
　診断費用：３万円から７万円程度で平均約５万円

申込期間　５月１日㈫～11月30日㈮

■対象となる住宅
　市が実施する耐震診断を受けて「倒壊する可能性があ
る・倒壊する可能性が高い」と判定された住宅で、改修
後「倒壊しない・一応倒壊しない」と査定されたもの。
■補助金の額（限度額）
　耐震改修設計に要する経費の３分の２以内（20万円）
　耐震改修工事に要する経費の３分の２以内（60万円）
　耐震改修工事監理に要する経費の３分の２以内（４万円）
■昨年度実績　（耐震改修にかかった費用の合計）
　改修費用：56万円から209万円で平均約111万円

申込期間　５月１日㈫～11月30日㈮

※ご注意　悪質業者による耐震診断、耐震改修工事のトラブルには十分気をつけてください。

改修前
内装仕上
取除き後
（左写真）

改修後
筋交い
設置後
（右写真）

西
条
市
の
防
災
事
業
や
フ
エ
市
防
災
教
育
支
援
事
業
に
つ
い
て
研
修

ア
ジ
ア
防
災
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
が
来
庁

▲説明を聞く研究員の皆さん
（左から）ソドノム・バッツラ
　ーチャ氏（モンゴル）塩見有
　美氏、パシータ・ラーンニラ
　ムサティ氏（タイ）
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■
永
年
勤
続
功
労
章

【
団
本
部
】　
　
　

塩
見
典
久
（
副
団
長
）

【
加
茂
分
団
】　
　

髙
橋
直
喜
（
分
団
長
）

【
氷
見
分
団
】　
　

日
野
優
次
郎
（
分
団
長
）

【
大
町
分
団
】　
　

德
増
博
行
（
分
団
長
）

【
中
川
分
団
】　
　

定
成
清
則
（
分
団
長
）

■
功
労
章

【
壬
生
川
分
団
】　

一
色　

守
（
副
分
団
長
）

【
神
戸
分
団
】　
　

杉
森
誠
二
（
副
分
団
長
）

【
国
安
分
団
】　
　

杉
野
直
樹
（
副
分
団
長
）

【
西
支
団
本
部
】　

桑
村
勇
記
（
副
分
団
長
）

【
多
賀
分
団
】　
　

岡
田
修
司
（
副
分
団
長
）

【
徳
田
分
団
】　
　

十
亀
浩
二
（
副
分
団
長
）

【
西
支
団
本
部
】　

矢
野
啓
吾
（
副
分
団
長
）

【
西
条
分
団
】　
　

青
木
竜
司
（
副
分
団
長
）

【
田
野
分
団
】　
　

櫛
部
健
二
（
副
分
団
長
）

【
小
松
分
団
】　
　

黒
河
利
治
（
部
長
）

■
功
績
章

【
団
本
部
】　
　
　

井
上
一
夫
（
副
団
長
）

　
　
　
　
　
　
　

平
塚
昌
郁
（
副
団
長
）

■
精
績
章

【
壬
生
川
分
団
】　

一
色　

隆
（
分
団
長
）

【
多
賀
分
団
】　
　

川
原
龍
仁
（
分
団
長
）

【
禎
瑞
分
団
】　
　

加
藤　

茂
（
分
団
長
）

【
国
安
分
団
】　
　

豊
田
祐
司
（
分
団
長
）

【
三
芳
分
団
】　
　

村
上
明
隆
（
分
団
長
）

■
勤
続
章

【
団
本
部
】　
　
　

塩
見
典
久
（
副
団
長
）

【
中
川
分
団
】　
　

今
井
政
志
（
副
分
団
長
）

【
飯
岡
分
団
】　
　

戸
田
建
一
（
部
長
）

【
玉
津
分
団
】　
　

遊
口　

実
（
部
長
）

【
氷
見
分
団
】　
　

青
野
輝
幸
（
部
長
）

【
中
川
分
団
】　
　

川
村
清
司
（
部
長
）

【
多
賀
分
団
】　
　

近
藤
和
彦
（
部
長
）

【
楠
河
分
団
】　
　

武
田
良
一
（
部
長
）

【
三
芳
分
団
】　
　

金
子
政
弘
（
部
長
）

【
橘
分
団
】　
　
　

伊
藤
輝
雄
（
班
長
）

【
桜
樹
分
団
】　
　

佐
伯
功
佳
（
班
長
）

【
氷
見
分
団
】　
　

白
石
裕
二
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

宗
野
誠
司
（
班
長
）

【
加
茂
分
団
】　
　

伊
藤
賀
穗
利

【
中
川
分
団
】　
　

今
井
義
博

【
氷
見
分
団
】　
　

伊
藤
秀
樹

【
庄
内
分
団
】　
　

長
井
忠
由

■
竿
頭
綬　
　
　

西
条
市
消
防
団

■
功
績
章

【
西
支
団
本
部
】　

矢
野
啓
吾
（
分
団
長
）

【
吉
井
分
団
】　
　

德
永
智
幸
（
分
団
長
）

【
飯
岡
分
団
】　
　

斎
藤　

孝
（
副
分
団
長
）

【
禎
瑞
分
団
】　
　

伊
東　

章
（
副
分
団
長
）

【
加
茂
分
団
】　
　

上
野
伸
治
郎
（
副
分
団
長
）

【
楠
河
分
団
】　
　

槇　

髙
志
（
副
分
団
長
）

【
中
川
分
団
】　
　

今
井
政
志
（
副
分
団
長
）

■
規
律
章

【
団
本
部
】　
　
　

山
内
由
紀
（
班
長
）

【
加
茂
分
団
】　
　

上
田　

実
（
班
長
）

【
徳
田
分
団
】　
　

十
亀
敏
一
（
班
長
）

【
東
支
団
本
部
】　

髙
橋
淳
司

【
西
条
分
団
】　
　

淺
田
孝
典

【
神
拝
分
団
】　
　

岩
本
一
男

【
神
戸
分
団
】　
　

伊
藤　

学

【
橘
分
団
】　
　
　

萬
條
雅
之

【
氷
見
分
団
】　
　

髙
橋
保
視

【
石
根
分
団
】　
　

大
田
勝
信

■
勤
続
章

【
東
支
団
本
部
】　

菅　

浩
二
（
副
分
団
長
）

【
吉
岡
分
団
】　
　

越
智
隆
喜
（
副
分
団
長
）

【
西
支
団
本
部
】　

柏
木
潤
弥
（
部
長
）

【
吉
井
分
団
】　
　

丹
下
晃
一
（
部
長
）

【
周
布
分
団
】　
　

真
田
克
己
（
部
長
）

【
楠
河
分
団
】　
　

野
口
英
夫
（
部
長
）

【
西
条
分
団
】　
　

青
木
献
司
（
班
長
）

【
大
町
分
団
】　
　

橋
本
省
吾
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
彰
敏
（
班
長
）

【
橘
分
団
】　
　
　

猪
谷
一
之
（
班
長
）

【
周
布
分
団
】　
　

丹
下
隆
久
（
班
長
）

【
多
賀
分
団
】　
　

子
守
明
彦
（
班
長
）

【
壬
生
川
分
団
】　

守
口
公
三
（
班
長
）

【
国
安
分
団
】　
　

谷
口
睦
男
（
班
長
）

【
庄
内
分
団
】　
　

髙
橋　

誠
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

四
之
宮
忠
仁
（
班
長
）

【
丹
原
分
団
】　
　

越
智
律
視
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

永
井　

敦
（
班
長
）

【
徳
田
分
団
】　
　

桑
村
昌
隆
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

弓
山　

恵
（
班
長
）

【
中
川
分
団
】　
　

兵
藤
三
十
三
（
班
長
）

【
小
松
分
団
】　
　

戸
田　

武
（
班
長
）

【
氷
見
分
団
】　
　

真
鍋　

学

【
田
野
分
団
】　
　

金
子　

篤
・
福
原
秀
樹

【
玉
津
分
団
】　
　

藤
田
豊
志
・
寺
川　

宏

【
飯
岡
分
団
】　
　

越
智
英
治

消
防
庁
長
官
表
彰
（
伝
達
）

愛
媛
県
知
事
表
彰

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（
伝
達
）

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

　

去
る
３
月
18
日
、
西
条
市
総
合
文
化
会
館
で
消
防
観
閲
式
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
、
雨
の
た
め
屋
内
で
の
式
典
と
な
り
ま
し
た
が
、
市
長
や
来
賓

が
見
守
る
中
、
消
防
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
に
対
す
る
表
彰
式
が
執
り
行
わ

れ
、
２
０
５
名
・
７
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。(

敬
称
略)
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【
神
戸
分
団
】　
　

西
坂　

修

【
橘
分
団
】　
　
　

日
野
通
久

【
禎
瑞
分
団
】　
　

三
崎
和
英

【
氷
見
分
団
】　
　

髙
橋
政
裕

【
加
茂
分
団
】　
　

伊
藤
孝
一

【
国
安
分
団
】　
　

武
田
義
臣

【
三
芳
分
団
】　
　

莖
田
雄
一
郎

【
楠
河
分
団
】　
　

松
木
正
吾

【
庄
内
分
団
】　
　

青
野　

敏
・
山
内
康
史

　
　
　
　
　
　
　

栗
原
敏
明

【
丹
原
分
団
】　
　

柳
瀬
政
司

【
徳
田
分
団
】　
　

佐
伯
清
仁
・
黒
河
律
雄

　
　
　
　
　
　
　

渡
部
慎
一

【
田
野
分
団
】　
　

越
智
孝
泰
・
臼
坂
和
昭

【
中
川
分
団
】　
　

栁
瀬
基
継
・
髙
須
賀　

耕

【
桜
樹
分
団
】　
　

越
智
政
孝

【
小
松
分
団
】　
　

秋
山
和
久
・
渡
部
晶
吾

【
石
根
分
団
】　
　

佐
伯
一
志
・
佐
伯
泰
正

■
親
子
消
防
団
員

【
団
本
部
】　
　
　

宇
佐
美
友
子
（
部
長
）

【
多
賀
分
団
】　
　

宇
佐
美
江
夏

■
感
謝
状
（
内
助
の
功
労
）

【
神
戸
分
団
】　

近
藤
久
美
子（
近
藤
修
次
夫
人
）

【
石
根
分
団
】　

伊
藤
満
惠
（
伊
藤
篤
志
夫
人
）

【
飯
岡
分
団
】　

斎
藤
惠
美
子
（
斎
藤
孝
夫
人
）

　
　
　
　
　
　

藤
田
昭
江
（
藤
田
正
夫
夫
人
）

【
禎
瑞
分
団
】　

髙
木
和
子
（
髙
木
朝
美
夫
人
）

【
大
保
木
分
団
】　

伊
藤
末
栄
（
伊
藤
一
夫
人
）

【
石
根
分
団
】　

木
村
希
美
子（
木
村
哲
雄
夫
人
）

【
大
保
木
分
団
】　

伊
藤
美
智
子（
伊
藤
則
雄
夫
人
）

【
徳
田
分
団
】　

佐
伯
ち
か
子（
佐
伯
仁
志
夫
人
）

【
神
戸
分
団
】　

伊
藤
悦
子
（
伊
藤
肈
夫
人
）

■
感
謝
状

　

神
戸
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

■
勤
続
10
年

【
田
野
分
団
】	

野
村
武
好
（
部
長
）

【
庄
内
分
団
】	

山
内　

浩
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

松
木　

裕
（
班
長
）

【
田
野
分
団
】	

越
智
光
法
（
班
長
）

【
西
条
分
団
】	

森　

栄
司

【
神
拝
分
団
】	

近
藤
敏
彦

【
大
町
分
団
】	

伊
藤
隆
徳

【
玉
津
分
団
】	

日
野
洋
一

【
飯
岡
分
団
】　
　

武
田
昌
之

【
神
戸
分
団
】　
　

山
本
周
司

【
橘
分
団
】　
　
　

原　

義
浩

【
氷
見
分
団
】	

伊
藤
竜
男

【
吉
井
分
団
】	

黒
川　

訓
・
越
智
文
太

【
周
布
分
団
】　
　

日
野
哲
志

【
多
賀
分
団
】	

德
永　

晶

【
壬
生
川
分
団
】	

栁
瀬
明
夫

【
吉
岡
分
団
】	

鎌
田
辰
雄

【
楠
河
分
団
】　
　

村
上　

徹
・
武
田
博
志

【
丹
原
分
団
】	

井
上　

健	

【
中
川
分
団
】	

佐
伯
信
雄

【
小
松
分
団
】	

玉
井
英
貴

【
石
根
分
団
】	

佐
伯　

満

■
勤
続
５
年

【
加
茂
分
団
】	

上
田　

実
（
班
長
）

【
国
安
分
団
】　
　

長
野　

淳
（
班
長
）

【
東
支
団
本
部
】	

岩
本　

宏

【
西
条
分
団
】	

河
野　

勇
・
首
藤　

敬

【
神
拝
分
団
】	

岩
本
一
男

【
大
町
分
団
】	

原
田
健
一
・
宮
﨑
俊
輔

　
　
　
　
　
　
　

柴
田
雅
春

【
玉
津
分
団
】	

近
藤
勝
紀
・
山
内　

剛

　
　
　
　
　
　
　

村
上
彰
浩

【
禎
瑞
分
団
】	

髙
橋
弘
之
・
岡
本
忠
夫

　
　
　
　
　
　
　

安
藤
隆
司
・
高
木　

康

【
氷
見
分
団
】	

松
木
一
也
・
塩
﨑
直
也

　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
正
人

【
吉
井
分
団
】	

塩
﨑　

智

【
周
布
分
団
】　
　

佐
伯
英
一
・
吉
本
拓
矢

　
　
　
　
　
　
　

髙
橋
健
二
・
鈴
鹿　

実

　
　
　
　
　
　
　

越
智　

満

【
壬
生
川
分
団
】　

豊
田
宏
樹
・
宇
佐
美
浩
司

　
　
　
　
　
　
　

岡
田
朋
也

【
国
安
分
団
】　
　

田
中
英
樹
・
越
智　

剛

　
　
　
　
　
　
　

天
野
健
史
・
日
和
佐　

司

【
吉
岡
分
団
】　
　

渡
部
哲
次

【
三
芳
分
団
】　
　

山
内
明
久
・
行
本
直
矢

　
　
　
　
　
　
　

小
宮
竜
太

【
楠
河
分
団
】　
　

加
地
勇
次
・
大
波　

良

　
　
　
　
　
　
　

川
又
光
彦
・
槇　

和
広

【
庄
内
分
団
】　
　

山
内　

剛
・
越
智
幸
久

　
　
　
　
　
　
　

黒
川
武
見
・
山
内
悠
也

　
　
　
　
　
　
　

越
智
圭
三
・
武
田
和
明

　
　
　
　
　
　
　

桧
垣
浩
二
・
湯
淺
久
生

　
　
　
　
　
　
　

目
見
田
昭
二
・
山
﨑
宣
法

　
　
　
　
　
　
　

髙
橋
陽
三

【
丹
原
分
団
】　
　

長
谷
部
英
治
・
河
村
顕
二

【
徳
田
分
団
】　
　

弓
山
敏
男

【
田
野
分
団
】　
　

今
井　

新

【
中
川
分
団
】　
　

余
吾　

晃

【
桜
樹
分
団
】　
　

越
智
誠
一

【
小
松
分
団
】　
　

高
橋　

賢
・
塩
出
正
喜

　
　
　
　
　
　
　

中
川
雄
介

【
石
根
分
団
】　
　

曽
我
敏
之
・
村
上
順
一

■
感
謝
状

消
防
施
設
設
置
協
力
団
体

　

飯
岡
地
区　

社
会
福
祉
法
人
回
生
会

　

橘
地
区　
　

宗
教
法
人
石
鎚
神
社

　

小
松
地
区　

三
嶋
神
社　
　

■
竿
頭
綬

機
械
器
具
管
理
優
秀
分
団

　

東
支
団　

大
町
分
団

　

西
支
団　

吉
井
分
団

西
条
市
長
表
彰

西
条
市
消
防
団
長
表
彰

▲長年消防活動に務めてきた功労者への表彰の様子
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ゴルフ練習場

西条バイパス

13

11

船屋乙

船屋甲

ひうち 至新居浜▲

　東部一般廃棄物最終処分場の完成に伴い、平成24年５月１日より同施設での受け入れを開始します。
　また、小松一般廃棄物最終処分場につきましては、埋立許可容量に達することから平成24年６月29日か
ら受け入れができなくなりますのでご注意ください。

○市庁舎別館環境衛生課
　廃棄物対策係　℡0897－52－1338
○各総合支所市民福祉課
　生活環境係（東予）、市民福祉係（丹原・小松）

■0.5トンまで 　200円
■0.5トンから１トンまで 　500円
■１トンから１トン増すごとに 　500円追加
　※１トン未満の端数は、１トンとみなします。
　※手数料は処分場で直接、お支払いいただきます。

■申請場所　
○市庁舎別館環境衛生課　廃棄物対策係
○各総合支所市民福祉課　生活環境係（東予）
　　　　　　　　　　　　市民福祉係（丹原・小松）
■搬入方法
　最終処分場で受付後、係員の指示に従ってください。
■搬入可能日時　
　毎週火・木・日曜日
　９時～16時30分
　※８月15日・16日、12月31日～１月３日を除く
■搬入制限
　１世帯：年間６トンまで

陶磁器類、衛生陶器、火鉢、瓦、
ブロック、レンガ、コンクリートくず等

クリーンセンターで処理ができるもの、
産業廃棄物（業者に依頼したもの）、
危険物、処理困難物、木材、建築廃材

住所：西条市船屋甲１番地１

　皆さんは、お菓子の紙箱やティッシュ箱、紙袋、包装紙、ノートなどの「雑がみ」を、もえるごみとして出し
ていませんか？　これらは「資源ごみ」として、雑誌類と一緒にまとめて出すことができます。雑誌類と一緒に
ひもで縛って出してください。
　捨てればごみ、分ければ資源です。ごみの減量及び資源の有効利用のため、ご協力をお願いします。

○お菓子の紙箱、紙袋、包装紙、紙パック
○ティッシュの箱（ビニールは取る）
○トイレットペーパー・ラップ等の芯
○カレンダー、ノート、パンフレット、封筒、はがき

○においがついたもの
（線香・石けん等の箱）
○汚れがついたもの（使用済みティッシュ等）
○防水加工されているもの
（紙コップ・アイスクリームのカップ等）
○ビニールコーティングされたもの
○写真、写真印刷用のプリント用紙
○感熱紙（ファックス用紙、レシート等）
○カーボン紙（宅配便の複写伝票等）

市庁舎別館環境衛生課
　廃棄物対策係　℡0897－52－1338
　環境計画係　　℡0897－52－1221

東部一般廃棄物
最終処分場
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２
月
12
日
に
開
催
し
た
「
梅
ま
つ
り
」
の
川
柳
・
俳
句
・
短
歌
大
会
に
は
、

川
柳
１
７
２
句
、
俳
句
２
９
１
句
、
短
歌
64
首
と
、
た
く
さ
ん
の
作
品
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

選
考
の
結
果
、
大
賞
・
入
賞
と
な
っ
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。(

敬
称
略)

大
賞

　

一
番
乗
り
手
を
取
り
合
っ
て
梅
ま
つ
り　

越
智
敏
美
（
小
松
町
新
屋
敷
）

入
賞

　

古
希
来
て
も
「
君
も
蕾
だ
」
梅
が
言
う　

小
野
一
臣
（
朔
日
市
）

　

石
鎚
を
見
て
一
日
が
動
き
出
す　
　
　
　

神
田
登
茂
子
（
神
拝
甲
）

　

梅
林
に
来
て
清
ら
か
な
気
を
貰
う　
　
　

今
井
利
江
（
小
松
町
安
井
）

大
賞

　

春
を
待
つ
梅
の
つ
ぼ
み
の
一
途
さ
よ
試
験
に
臨
む
君
に
似
て
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤
佐
由
利
（
飯
岡
）

入
賞

　

遠
く
住
む
子
に
冠
雪
の
石
鎚
山
を
見
せ
た
く
な
り
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田
ム
メ
ノ
（
小
松
町
新
屋
敷
）

　

立
春
の
水
辺
を
被
ふ
枯
落
葉
隙
に
は
青
き
ク
レ
ソ
ン
育
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
鍋
純
子
（
飯
岡
）

　

水
温
む
水
都
を
巡
る
遊
歩
道
木
橋
石
橋
弾
み
て
渡
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
野
淳
子
（
小
松
町
新
屋
敷
）

大
賞

　

石
鎚
山
を
背
負
ひ
て
一
人
冬
耕
す　
　
　

鴻
上
澄
子
（
古
川
甲
）

入
賞

　

石
鎚
の
校
歌
を
う
た
っ
て
卒
業
す　
　
　

近
藤
美
保
（
東
町
）

　

梅
一
輪
春
の
扉
を
押
し
開
け
る　
　
　
　

新
名
小
夜
子
（
神
拝
甲
）

　

石
鎚
を
仰
ぎ
見
梅
に
背
を
正
す　
　
　
　

近
田
敞
子
（
新
居
浜
市
）

い
し
づ
ちひ

ま

平成24年度から26年度までの介護保険料

　介護保険は、介護を皆さんと社会全体で支え合う制度です。
　40歳以上の皆さんが加入者（被保険者）となって保険料を納めます。
　第５期介護保険事業計画の見直しに伴い、平成24年度から26年度まで
の第１号被保険者（65歳以上の方）の介護保険料が下表のとおり変わり
ました。保険料は、本人や世帯の課税状況や所得に応じて、段階的に決
められています。

８７,２００円

７２,７００円

６５,４００円

５８,１００円

５０,９００円

４３,６００円

２９,１００円

２９,１００円

平成24～26年度の
保険料額（年額）

生活保護受給者あるいは市民税非課税世
帯の老齢福祉年金受給者第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

第８段階

所得段階
区分 対　象　範　囲

市民税非課税世帯で、課税年金収入額と
合計所得金額の合計が80万円以下の方

市民税課税世帯の本人が市民税非課税者
で、課税年金収入額と合計所得金額の合
計が80万円以下の方

市民税非課税世帯で第２段階対象外の方

市民税課税世帯の本人が市民税非課税者
で、上記を除く方

本人が市民税課税者で、合計所得金額が
125万円未満の方

本人が市民税課税者で、合計所得金額が
125万円以上190万円未満の方

本人が市民税課税者で、合計所得金額が
190万円以上の方

■所得段階内訳

■問合せ
○市庁舎別館高齢介護課
　介護総務係　℡0897－52－1419
○各総合支所市民福祉課
　福祉係（東予）
　市民福祉係（丹原・小松）

　保険料は、65歳到達月（65歳の誕生日の前日
が属する月）の分から、個別に納めます。
●ご注意ください

　年度途中に65歳になられた場合は、65歳到達
月の前月までは第２号被保険者として、65歳到
達月からは第１号被保険者として、それぞれを
月割りで納めます。

65 歳以上の皆さん（第１号被保険者）

65歳以上のみなさん（第１号被保険者）

　加入している医療保険（国民健康保険や職場
の健康保険など）の保険料と一緒に納めます。
　65歳到達月（65歳の誕生日の前日が属する月）
の前月分までを、第２号被保険者として納めま
す。保険料の計算方法は、それぞれの医療保険
によって異なります。詳しくは、加入している
医療保険者にお問い合わせください。

65歳以上の皆さん（第１号被保険者）

40歳から64歳の皆さん（第２号被保険者）
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ＪＦＥ西日本硬式野球部
２月17日～３月２日

太成学院大学女子ソフトボール部
２月18日～24日

拓殖大学野球部
２月23日～３月１日

流通科学大学硬式野球部
３月２日～８日

福井工業大学硬式野球部
３月４日～11日

天理高校硬式野球部
３月11日～13日

大学ラクロス部合同合宿
３月12日～13日

常翔啓光学園高等学校ラグビー部
３月15日～19日

大阪学芸高等学校硬式野球部
３月20日～23日

花園大学剣道部
３月21日～24日

近畿大学農学部軟式野球部
３月26日～28日

同志社香里中学校・高等学校陸上部
３月28日～31日

　市ではアスリートなどの合宿・キャンプの誘致を図り、交流人口の拡大と市民のスポーツ
競技力の向上をめざし、合宿都市構想を推進しています。
　春季合宿・キャンプには、13チームの社会人・大学生・高校生・中学生が来西し、練習や
交流戦ですがすがしい汗を流していました。特に雨天時など練習会場として使用できる東予
運動公園の屋内運動場「ビバ・スポルティアＳＡＩＪＯ」は、大変好評をいただいています。
　また、合宿チームと地元チームとの交流戦や常翔啓光学園高等学校ラグビー部の合宿時に
は、龍谷大学ラグビー部の記虎敏和監督による小学生、高校生を対象としたラグビー教室が
行われるなど、地域との交流を深めていただきました。

四国Ｕ16ブロックトレセン
（ラグビー）
３月10日～11日

き  とら
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■駐車場　河原津西工区干拓地（下図参照）
■入場料　中学生以上　1,500円（網・軍手代込み）
　　　　　小学生　　　　500円（網・軍手代込み）
　　　　　幼児　　　　 　無料（軍手配布）
　　　　　※玉網の必要な幼児は500円必要です。
■捕獲方法
　漁具の持ち込みは禁止（入場の際に網と軍手を配布）
　アサリを掘る道具（バケツに入る程度の大きさ）は使用
できます。
■注意事項
○入場中の事故などについては、参加者各自の責任としま
　す。カキ殻やエイには十分注意してください。
○事故防止のため、素足・サンダル等での入場できません
　ので、各自で長靴・運動靴等を準備してください。
○獲った魚介類はクーラーボックスなどで保冷してお持ち
　帰りください。

　今年も河原津海岸で「立て干し網」を開催します！
　ハマチ、タイ、アジなど合計約16,000尾と、小さいお子
さんにも楽しんでいただけるように、アサリを約１.７トン
放流します。

■問合せ
 東予総合支所農林水産課　℡0898－64－2700内線253
 市庁舎本館農業水産課　　℡0897－52－1513

主　催　 東予地域漁業協同組合連合協議会

※混雑や渋滞が予想されますので、早めに受付をお済ませください。
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大地とともに心を耕す
　　　 　　　　　　　　　                  ～ のらねこ学かん ～

　障害のある人たちの集いの場「のらねこ学かん」開設の
ため、16年前に私財を投じた塩見志満子館長。そのきっか
けは、養護学校勤務時代に感じた、障害のある子どもたち
にできることはないか、保護者の方が悲しみを忘れられる
日を１日でもいいから作れないか、との思いからでした。
　　　　　　　　　　　　　　　毎日、障害のある人や心
　　　　　　　　　　　　　　　を病む人、不登校の人た
　　　　　　　　　　　　　　　ちと向き合ってその悩み
　　　　　　　　　　　　　　　を聞き、金曜日の夜には
　　　　　　　　　　　　　　　ダンスを中心とした運動
　　　　　　　　　　　　　　　療法も行っています。助
　　　　　　　　　　　　　　　けが必要な困っている人

茶屋や旅籠などが数軒並び賑わっていたようです。
　釜之口の渡しは大正初期まで利用されていたそうで、そ
の跡には「旧金比羅街道渡船場」の石碑が建てられていま
す。現在はその少し下流に新金比羅橋が架けられ、丹原町
長野・明穂や小松を結ぶ主要な道路となっています。
　また釜之口には、田野・丹原・周布地区の千町歩にわた
る水田に中山川から用水を賄った
釜之口井堰があり、さらに下流に
は対岸の明穂、小松町の安井・大
頭地区への利水のため大頭井堰も
ありました。これらの堰からの用
水は、農業生産の生命線であり各
藩の財政を左右する重要なもので
あったことから、水争いが絶えな
かったとも言われています。

〒799-1394　周布349番地1　TEL0898ー64ー2700　FAX0898ー65ー4363

〒791-0592　丹原町池田1733番地1　TEL0898ー68ー7300　FAX0898ー68ー4769

東予総合支所

丹原総合支所

〒799-1198　小松町新屋敷甲496番地　TEL0898ー72ー2111　FAX0898ー72ー4048小松総合支所

校歌の風景「石鎚山と瀬戸内海」
　　　　　　　　　　　　　～ ふるさとを愛する教育 ～

　この４月に小中学校に入学した新入生も１カ月がたち、
初めての校舎になじみ校歌も覚えた頃です。「愛校心」や
「郷土愛」をはぐくむ校歌の短い歌詞には、教育理念や校
風、そして学校周辺の自然や風土が織り込まれています。
　東予地区には小学校が９校、中学校が３校あり、現在歌
われている校歌の多くが昭和20年代から40年代に制定され
たものです。西日本最高峰の雄大な姿を望み、穏やかな燧
灘にも面している東予地区の各校の校歌には、西条の自然
を代表する石鎚山と瀬戸内海がいずれも謳われています。
　例えば、河北中学校の校歌では、一番に「朝晴れわたる
石鎚の崇き姿仰ぎつつ」、二番でも「眼下に開く内海の湛
ふ汐の色深く」と、ともに最初に登場しています。

　校舎は建て替えられ昔の面影はなくなっても、校歌は変
わらぬまま子どもたちに歌い継がれています。特に、教室
や運動場・通学路など、いつでもどこからでも仰ぎ見るこ
とのできる石鎚山は、四季折々にその表情を変えながら、
いつの時代も子どもたちを見守り続けているのです。
　市教育委員会では、市内全小中学校のチャイムをそれぞ
れの校歌のメロディーにする、県内初となる試みを行って
います。校歌を通じ、子どもたちや保護者だけでなく地域
の皆さんを含めた学校を中心とするコミュニティーの、一
体感がさらに深まることを願い取り組みを進めています。

には24時間門戸を開いており、「来る者は拒まず、去る者
は追わず」をモットーとしています。
　「最近は、後天的に心の病を抱える人が増えています。
大地とともに心を耕さなくなったから、心を病む人ができ
る。畑や自然の中へ出かけて行き、運動をして汗をかくこ
とが、人間の心の安定には最高の治療だと思う」と話す塩
見館長の目標は、学かんを１日でも長く続けることで、そ
の運営費を捻出するため、全国各地で講演活動を精力的に
行っています。そうした講演を聞いて、塩見館長の活動を
知った幼児から高齢者までさまざまな人たちが、日本中か
ら「のらねこ学かん」を訪れています。
　塩見館長は「みんなと一緒にダンスをして、一番エネル
ギーをもらって楽しんでいるのは私かもしれません」と、
年齢を感じさせない若さに満ち溢れた笑顔を見せてくれま
した。

東
予
東
中
学
校
か
ら

　
　
　

仰
ぐ
石
鎚
山

庄
内
小
学
校
か
ら　

　
　

望
む
瀬
戸
内
海

交通・産業の要衝だった釜之口
　　　　　　　　　　　　　 ～ 渡船場や堰に知る往時 ～
　　　　　　 　　　　　　　　　　　　                                                      
　広報さいじょう平成21年11月号のこのコーナーでは「桜
三里」についてご紹介しましたが、今回はかつて丹原町の
交通や産業の要衝であった釜之口にスポットを当てます。
　丹原地区を通る金毘羅街道は、暴れ川として知られた関
屋川を越えると、丹原町長野の釜之口から船で中山川を渡
り、丹原町明穂を経て小
松町大頭・小松陣屋町へ
と進み西条に至ります。
当時、河南地区（寺尾・
志川・湯谷口）に旅人が
利用できるような道はな
かったため、釜之口には

かつて渡船で旅人が行き来した中山川
　  （左側が釜之口・奥に新金比羅橋）

渡
船
場
の
存
在
を
今
に
伝
え
る
石
碑

ダンスで汗を流す「のらねこ学かん」
に集う皆さん（左端が塩見館長）

せき
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タ
カ
ヨ
シ
工
業
所
が
作
り
出
す

小
径
・
複
雑
形
状
の
油
圧
関
連
部

品
は
、
１
台
が
数
百
万
円
か
ら
数

千
万
円
す
る
建
設
機
械
や
農
業
機

械
、
高
所
作
業
車
な
ど
に
用
い
ら

れ
る
。
個
々
の
部
品
は
大
き
く
な

い
が
、
そ
の
部
品
の
不
具
合
が
多

大
な
損
失
を
招
き
、
ま
た
時
に
は

人
命
に
か
か
わ
る
事
故
を
引
き
起

こ
す
可
能
性
が
あ
る
。

　

同
社
の
企
業
理
念
「
自
分
が
作

っ
た
品
物
が
ど
う
い
っ
た
使
わ
れ

方
を
す
る
の
か
」、「
全
体
的
な
も

の
の
見
方
が
で
き
れ
ば
不
具
合
は

な
く
な
る
」
と
い
う
言
葉
に
は
、

「
小
さ
い
部
品
が
な
け
れ
ば
大

き
い
機
械
は
動
か
な
い
。
も
の
づ

く
り
に
誇
り
と
責
任
を
持
っ
て
ほ

し
い
」
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
。

　

多
く
の
中
小
企
業
に
と
っ
て
、

人
材
の
確
保
や
社
員
教
育
は
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
教
育

現
場
で
は
熟
練
技
能
者
が
有
す
る

技
を
伝
え
、
社
内
で
も
「
も
の
づ

く
り
」
に
対
す
る
社
員
教
育
を
積

極
的
に
行
う
タ
カ
ヨ
シ
工
業
所
の

取
り
組
み
は
、
今
後
の
西
条
市
の

も
の
づ
く
り
産
業
を
担
う
人
材
の

育
成
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

㈱
西
条
産

業
情
報
支
援

セ
ン
タ
ー
の

新
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
に
、

三
浦
人
志
（
み
う
ら
ひ
と
し
）
氏

が
就
任
し
ま
し
た
。

■
経
歴

　

西
条
市
出
身
。
１
９
６
０
年
生
。

　

駒
澤
大
学
経
営
学
部
を
卒
業
後
、

１
９
８
３
年
に
株
式
会
社
愛
媛
銀

行
に
入
行
し
、
主
に
東
予
一
円
の

支
店
を
歴
任
。

　

２
０
１
２
年
３
月
、
産
業
情
報

支
援
セ
ン
タ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
に
就
任
。

■
コ
メ
ン
ト　

　

西
条
市
は
四
国
有
数
の
農
業
地

帯
で
あ
り
、「
西
条
農
業
革
新
都

市
総
合
特
区
」
の
指
定
も
受
け
て

い
ま
す
。
地
の
利
を
活
か
し
た
農

商
工
連
携
や
、
市
内
に
多
く
立
地

す
る
多
様
な
も
の
づ
く
り
企
業
を

つ
な
ぎ
、
新
た
な
価
値
が
生
み
出

さ
れ
る
よ
う
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

と
し
て
の
役
割
り
を
し
っ
か
り
と

果
た
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

有
限
会
社
タ
カ
ヨ
シ
工
業
所
は
、

会
長
の
曽
我
部
誉
男
（
そ
が
べ
た

か
お
）
氏
と
ご
子
息
で
社
長
の
曽

我
部
善
生
（
そ
が
べ
よ
し
き
）
氏

が
平
成
５
年
４
月
に
創
業
し
た
。

社
名
の
「
タ
カ
ヨ
シ
」
は
、
会

長
と
社
長
の
名
前
「
タ・

カ・

男
」
と

「
ヨ・

シ・

生
」
に
由
来
し
て
い
る
。

　

建
設
機
械
や
農
業
機
械
な
ど
の

油
圧
関
連
部
品
の
製
造
・
加
工
を

得
意
と
し
、
精
密
な
加
工
が
求
め

ら
れ
る
特
殊
フ
ラ
ン
ジ
（
配
管
継

手
の
一
種
）
や
コ
ネ
ク
タ
ー
を
、

高
品
質
・
高
精
度
で
仕
上
げ
る
技

術
を
有
し
て
い
る
。
従
業
員
13
名

の
企
業
で
は
あ
る
が
、
自
社
内
に

切
削
加
工
部
門
の
他
に
溶
接
部
門

を
設
け
、
多
品
種
少
量
生
産
か
ら

大
量
生
産
ま
で
、
顧
客
の
幅
広
い

注
文
に
短
納
期
で
対
応
し
て
い
る
。

技
を
可
視
化
す
る
動
作
解
析
事
業

で
被
写
体
と
し
て
参
画
す
る
な

ど
、
次
世
代
の
も
の
づ
く
り
を
担

う
人
材
育
成
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
去
る
２
月
に
発
表
さ

れ
た
「
第
４
回
も
の
づ
く
り
日
本

大
賞
」
で
は
そ
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、
青
少
年
支
援
部
門
で
四
国
経

済
産
業
局
長
賞
を
受
賞
し
た
（
先

月
号
の
当
コ
ー
ナ
ー
で
既
報
）。

■
社
内
請
負
制
の
導
入　

　

タ
カ
ヨ
シ
工
業
所
で
は
「
社
内

請
負
制
」
を
導
入
し
て
い
る
。
同

社
が
従
業
員
に
業
務
を
発
注
し
、

そ
れ
を
受
け
た
従
業
員
は
工
場
内

の
機
械
を
借
り
受
け
て
作
業
を
行

い
、
製
品
の
出
来
高
に
よ
っ
て
報

酬
を
受
け
取
る
と
い
う
仕
組
み
だ
。

「
こ
れ
は
社
員
教
育
の
一
環
。
作

業
報
酬
か
ら
は
機
械
や
電
気
の
使

用
料
が
差
し
引
か
れ
る
。
従
業
員

は
お
の
ず
と
、
不
良
品
を
出
さ
な

い
よ
う
効
率
性
を
意
識
す
る
よ
う

に
な
る
。
独
立
心
も
強

く
な
り
、
い
い
も
の
を

作
り
た
い
、
腕
を
上
げ

た
い
と
思
う
よ
う
に
な

る
。
そ
れ
が
い
い
も
の

づ
く
り
に
つ
な
が
る
」

と
曽
我
部
善
生
社
長
は

語
る
。

　

ま
た
、
大
手
工
作
機
械
メ
ー
カ

ー
と
専
属
契
約
を
結
び
、
工
作
機

械
の
据
え
付
け
か
ら
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
・
作
業
指
導
を
行
う
な
ど
、
も

の
づ
く
り
を
支
援
す
る
体
制
も
確

立
し
て
い
る
。　

■
熟
練
の
技
を
次
世
代
へ

　
曽
我
部
誉
男
会
長
は
御
年
86
歳
。

14
歳
か
ら
旋
盤
一
筋
72
年
、
現
役

の
技
術
者
だ
。
現
在
も
作
業
場
に

立
ち
続
け
、
熟
練
の
技
を
必
要
と

す
る
精
密
加
工
部
品
の
最
終
仕
上

げ
な
ど
を
担
当
し
て
い
る
。

　

そ
の
旋
盤
技
術
は「
匠
の
技
」と

称
さ
れ
、
東
予
高
校
や
新
居
浜
工

業
高
校
で
技
術
指
導
を
行
う
ほ
か
、

西
条
市
と
新
居
浜
工
業
高
等
専
門

学
校
が
実
施
し
た
熟
練
技
能
者
の

information vol.89

有
限
会
社 

タ
カ
ヨ
シ
工
業
所
（
港
）

35

タカヨシ工
業所の社屋
（写真上）と
同社の技術
で生み出さ
れる油圧関
連部品

「
も
の
づ
く
り
大
賞
」
の

　
　
　
　

表
彰
状
を
手
に…

動
作
解
析
事
業
で
匠
の
技
を

次
世
代
に
伝
え
る
た
め
協
力

す
る
曽
我
部
誉
男
会
長

三浦人志 氏

新
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

 　

三
浦
人
志
氏
が
就
任

サ
イ
ク
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ
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■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先

18
日
㈮　

固
定
資
産
税
第
１
期
分

の
督
促
状
の
発
送

31
日
㈭　

軽
自
動
車
税
全
期
分
の

納
期
限

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
１
０
０
円

　

の
督
促
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、

　

納
期
限
日
の
残
高
に
ご
注
意
く

　

だ
さ
い
。

５
月
の
市
税
ご
よ
み

　　　

年
金
額
を
少
し
で
も
多
く
受
け

取
り
た
い
方
に
は
、
付
加
年
金
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
毎
月
の
保
険
料

（
24
年
度
保
険
料
１
４
９
８
０
円
）

に
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
加

え
て
納
付
す
る
こ
と
で
、
老
齢
基

礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ
し

て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

　

付
加
年
金
額
は
、
２
０
０
円
×

付
加
保
険
料
納
付
月
数
で
算
出
さ

れ
ま
す
。

■
加
入
で
き
る
方

○
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

○
任
意
加
入
被
保
険
者

■
注
意
点

○
付
加
保
険
料
は
申
し
込
ん
だ
月

　

分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

○
国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の
方

　

は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

○
納
付
期
限
（
対
象
月
の
翌
月
末
）

　

ま
で
に
納
付
が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ

○
新
居
浜
年
金
事
務
所　
　
　
　

ＴＥＬ
０
８
９
７

－
３
５

－

１
３
６
８

○
市
庁
舎
本
館
市
民
生
活
課

　

年
金
係

ＴＥＬ
０
８
９
７
－

５
２

－

１
３
８
３

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）　

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

付
加
保
険
料
を
納
め
て

老
齢
基
礎
年
金
の
上
乗
せ
を
！

　

平
成
23
年
10
月
か
ら
施
行
さ
れ

た
、子
ど
も
手
当
特
別
措
置
法（
平

成
23
年
10
月
か
ら
平
成
24
年
３
月

分
）
の
申
請
期
限
は
平
成
24
年
３

月
31
日
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

９
月
30
日
ま
で
延
長
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
手
続
き
を
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
早
め
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
女
性
児
童
福
祉
課

　

子
育
て
支
援
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
３
７

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）　

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

子
ど
も
手
当
特
別
措
置
法
の

申
請
期
限
が
延
長
さ
れ
ま
し
た

■制度内容（子ども手当と児童手当の異なる点）

中学校修了前の児童

所得制限なし

変更なし

所得制限あり（６月分～）

支給対象児童

支給要件

支給額

支給時期

保育料や給食
費などの徴収

項目 子ども手当 児童手当

○３歳未満　月額15,000円
○３歳以降　
　第１・２子　月額10,000円
　第３子以降　月額15,000円
○中学生　月額10,000円

○所得制限額以下の方
　変更なし　
○所得制限額以上の方
　児童一人につき、一律に
　月額 5,000円支給

６月・10月・２月に支給月
前４カ月分を支給

変更なし
※６月支給分は、２・３月分が子ど
　も手当、４・５月分が児童手当

手当から徴収できる 変更なし

■認定請求手続き
　３月末現在、子ども手当の受給資格があった
方は、４月の子ども手当から児童手当への移行
に伴う新たな申請は必要ありません。
　出生や転入により新たに受給資格が発生した
場合や、受給対象児童が増えた場合については、
その事由が発生した日の翌日から15日以内に申
請が必要となります。申請が遅れた場合、児童
手当を受給できない月が出ることがありますの
でご注意ください。

■問合せ
○市庁舎別館女性児童福祉課
　子育て支援係　℡0897－52－1337
○各総合支所市民福祉課
　福祉係（東予）、市民福祉係（丹原・小松）

　平成24年４月、次世代の社会を担う児童の健やかな育ちを支援するため、「子ども手当」から新たな「児童手当」に
変わりました。
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郵
便
事
業
㈱
で
は
、
重
度
の
身

体
障
害
者
や
知
的
障
害
者
の
福
祉

に
対
す
る
国
民
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
通
常
郵
便

は
が
き
を
無
償
配
布
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
ま

た
は
療
育
手
帳
Ａ
の
方

■
配
布
枚
数　

　

一
人
に
つ
き
20
枚

■
受
付
期
間　

　

５
月
31
日
㈭
ま
で

■
申
込
手
続　

　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育

手
帳
を
持
っ
て
、
最
寄
り
の
郵
便

局
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
各
郵
便
局

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

FAX
０
８
９
7

－

5
２

－

１
２
9
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

原
則
6５
歳
未
満
で
障
害
の
あ
る

方
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
や
、

障
害
者
支
援
施
設
の
利
用
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
、

事
前
に
障
害
程
度
区
分
の
認
定
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
対
象
者　

○
身
体
障
害
者
（
児
）

○
知
的
障
害
者
（
児
）

○
精
神
障
害
者
（
児
）

■
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

　

居
宅
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

の
派
遣
）、
生
活
介
護
、
障
害
者

福
祉
施
設
の
利
用
、
児
童
発
達
支

援
（
旧
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
）
な
ど

■
障
害
程
度
区
分

　

介
護
の
必
要
性
を
示
す
も
の
で

あ
り
、
各
種
障
害
手
帳
の
等
級
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－
５
２

－

１
２
１
４

FAX
０
８
９
7

－

5
２

－

１
２
9
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

重
度
の
身
体
・
知
的
障
害
者
に

青
い
鳥
郵
便
は
が
き
無
償
配
布

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　西条市国民健康保険または後期高齢者医療保険の被
保険者で、次の要件に該当する方
○平成24年４月１日現在、35歳以上の方
○国民健康保険税または後期高齢者医療保険料を滞納
　していない方
○平成24年度に市が行う総合健診、個別健診、単独検
　診を受診もしくは申し込みしていない方

対象者

■申込期間
　５月10日㈭～16日㈬
　※10日㈭は19時まで窓口業務を延長して受け付けます。
■申込方法
　　印鑑（スタンプ印不可）と被保険者証（保険証）
　を持って、市庁舎本館国保医療課または各総合支所
　市民福祉課で申し込み手続きをしてください。
　※申し込みの結果は５月下旬に通知します。

申込期間・方法

受診医療機関

○70歳以上の方は、短期人間ドックのみの受診です。
○平成24年度中に75歳を迎える方は、誕生日の前日ま
　でに受診する場合は国民健康保険、誕生日以降に受
　診する場合は後期高齢者医療保険での申し込みとな
　ります。

注意事項

自己負担額（検査費用の２割負担）

■国民健康保険　約800人
■後期高齢者医療保険　約180人
　定員を超えた場合は抽選となります。

定員

■短期人間ドック　　　６，４００円
■脳ドック　　　　　　６，４００円
■同時受診　　　　　１０，４００円

※短期人間ドック・脳ドックの検査項目には、特定
　健診または後期高齢者健診の検査項目も含まれて
　いるので、重複して受診することはできません。
※重複受診をした場合は全額自己負担となります。
※総合健診、単独検診の中で、ドックと検査内容が
　重複しないものについては受診できます。ドック
　の受診票が届いた後に、保健センターへご相談く
　ださい。

市庁舎本館国保医療課
○国保係　℡0897－52－1447（国民健康保険の方）
○医療係　℡0897－52－1212（後期高齢者医療保険の方）

■西条中央病院（短期人間ドック・脳ドック・同時受診）
■村上記念病院（短期人間ドック・脳ドック・同時受診）
■済生会西条病院（短期人間ドック・脳ドック・同時受診）
■市立周桑病院（短期人間ドック）
■西条愛寿会病院（短期人間ドック）

問合せ
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５
月
５
日
㈯
の
ご
み
収
集
を

お
休
み
し
ま
す
（
西
条
地
区
）

ウ
ジ
・
ボ
ウ
フ
ラ
と
ネ
ズ
ミ
の

駆
除
薬
剤
を
お
渡
し
し
ま
す

■
件
名

　

都
市
計
画
道
路
の
変
更
（
壬
生

川
駅
自
由
通
路
東
西
線
の
追
加
指

定
）

■
縦
覧
期
間

　

5
月
７
日
㈪
～
21
日
㈪

■
縦
覧
場
所
・
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
都
市
計
画
整
備
課

　

都
市
計
画
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
３
８

○
東
予
総
合
支
所
建
設
管
理
課

　

５
月
５
日
㈯
「
こ
ど
も
の
日
」

は
、
次
の
地
区
の
ご
み
収
集
を
お

休
み
し
ま
す
。
対
象
地
区
の
方
は

次
回
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ご
み
収
集
が
休
み
の
地
区

○
粗
大
ご
み
・
古
紙

　

神
戸
（
舟
形
・
津
越
・
長
瀬
は

除
く
）、
大
保
木
、
市
之
川

○
粗
大
ご
み

　

大
町
、
橘

※
次
回
は
収
集
時
間
が
大
幅
に
変

　

わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

ご
み
は
必
ず
午
前
８
時
ま
で
に

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
日
程
等
は
、
各
世
帯
へ

　

配
布
し
て
い
る
「
ご
み
収
集
日

　

一
覧
表
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
管
理
し

て
い
る
方
へ

　

収
集
休
み
を
周
知
す
る
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
用
の
チ
ラ
シ
を
、
担
当
課

窓
口
と
各
公
民
館
に
用
意
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
環
境
衛
生
課

　

廃
棄
物
対
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
３
８

　

ウ
ジ
・
ボ
ウ
フ
ラ
等
の
駆
除
薬

剤
が
必
要
な
方
は
、
自
治
会
の

班
・
組
単
位
な
ど
で
必
要
数
量
を

取
り
ま
と
め
て
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
薬
剤
量
（
１
世
帯
に
つ
き
）

○
ウ
ジ
・
ボ
ウ
フ
ラ
用　

１
袋

○
ネ
ズ
ミ
用　

１
袋

■
申
込
期
限　

５
月
18
日
㈮

■
引
渡
し
時
期　

６
月
４
日
㈪
～

■
申
込
先　

○
市
庁
舎
別
館
環
境
衛
生
課

　

衛
生
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
６
１

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

生
活
環
境
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

西
条
都
市
計
画
道
路
の

変
更
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す

　

西
条
市
出
身
と
在
住
の
海
外
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
者
に
よ
る
体
験

型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

■
日
時

　

５
月
12
日
㈯　

13
時
～
1５
時

■
場
所

　

西
条
図
書
館
２
階
会
議
室

■
主
催　

　

国
際
交
流
を
す
す
め
る
会

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

国
際
交
流
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

西
条
か
ら
世
界
へ
！

体
験
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

世
界
を
身
近
に
感
じ
よ
う
！

■
日
時　

　

５
月
20
日
㈰　

９
時
～
13
時

■
場
所　

　

道
前
育
成
園
運
動
場

■
内
容　

季
節
の
野
菜
・
花
、
パ

ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
、
ク
ッ
キ
ー
な
ど

の
販
売
、
う
ど
ん
な
ど
の
バ
ザ
ー

■
問
合
せ　

道
前
育
成
園

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
６

－

１
９
５
９

道
前
育
成
園

ふ
れ
あ
い
即
売
会

　【
開
催
日
・
場
所
】

　

５
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰

　

総
合
文
化
会
館

【
美
術
展
】　

■
展
示
時
間

○
12
日　

10
時
～
17
時　
　

○
13
日　

10
時
～
16
時

■
展
示
作
品

　

書
道
、
洋
画
、
水
墨
画
、
陶
芸
、

写
真
、
押
し
花
、
生
花
、
日
本
画
、

俳
画
、
木
彫
、
川
柳

【
芸
能
祭
】

■
公
演
時
間

○
12
日　

12
時
2５
分
～
16
時
4５
分

○
13
日　

10
時
～
1５
時

■
公
演
内
容

○
12
日　

日
舞

○
13
日　

大
正
琴
、
コ
ー
ラ
ス
、

　
　
　
　

三
曲
、
器
楽

【
問
合
せ
】

　

市
庁
舎
別
館
社
会
教
育
課
内　

　

西
条
文
化
協
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
６
２
８

第
41
回　

西
条
地
域
春
季
市
民

芸
術
文
化
祭

　南海地震は、今後30年以内に60％程度の確率で起こり、規模はマグニチュード8.4、最大震度６弱と予想されてい
ます。東日本大震災では、家屋の倒壊や家具の転倒、津波による甚大な被害が発生しています。
　日頃から、地震について家族で話し合い、次のことなどを確認・準備しておきましょう。

地震が起こるその前に!!　地震に備えて確認しましょう!!

　地震に備えて確認・準備しておくこと
　　●家屋や塀の強度を確認しましょう。
　　●家具類の転倒、落下防止をしておきましょう。
　　●地域の危険性を把握しておきましょう。

●非常持ち出し品を準備しておきましょう。
●避難場所、避難経路を確認しておきましょう。
●家族との連絡方法を確認しておきましょう。
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こ
ど
も
の
日
に
親
子
で
加
茂
川

の
豊
か
な
自
然
に
触
れ
て
み
ま
せ

ん
か
。

■
日
時　

５
月
５
日
㈯

　
　
　
　

10
時
～
（
小
雨
決
行
）

■
場
所　

　

加
茂
川
左
岸
ト
リ
ム
公
園
前

■
対
象　

　

小
学
生
（
保
護
者
同
伴
）

■
注
意
事
項

○
網
な
ど
の
道
具
は
使
用
禁
止

○
手
袋
は
使
用
可

■
問
合
せ　

　

加
茂
川
漁
業
協
同
組
合

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－
９
５
２
４

ア
マ
ゴ
の
つ
か
み
取
り
大
会

■
日
時　

５
月
26
日
㈯　

　
　
　
　

開
場　

13
時

　
　
　
　

開
演　

13
時
30
分

■
場
所　

　

総
合
文
化
会
館

■
ゲ
ス
ト
出
演

　

愛
媛
県
警
察
音
楽
隊

■
整
理
券
配
布
先
・
問
合
せ　

　

西
条
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

３
９
８
０

未
来
に
は
ば
た
け

西
条
市
中
学
校
・
高
等
学
校

吹
奏
楽
コ
ン
サ
ー
ト

【
東
予
写
真
愛
好
会
作
品
展
】

■
期
間

　

５
月
２
日
㈬
～
13
日
㈰

　

９
時
30
分
～
17
時

（
13
日
は
16
時
ま
で
）

■
内
容　

㈳
二
科
展
写
真
部
愛
媛

支
部
に
所
属
す
る
東
予
地
区
支
部

員
の
作
品
を
展
示
。

【
東
部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
陶
芸

ク
ラ
ブ
作
陶
展
】

■
期
間

　

５
月
17
日
㈭
～
20
日
㈰

　

10
時
～
16
時

■
内
容　

ク
ラ
ブ
員
に
よ
る
素
朴

で
温
か
い
手
作
り
作
品
の
展
示
。

■
場
所
・
問
合
せ

　

ひ
う
ち
会
館

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

１
１
３
１

ひ
う
ち
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示

■
展
示
期
間

　

６
月
3
日
㈰
～
10
日
㈰

■
場
所　

前
神
寺
（
洲
之
内
）

■
内
容　

　

ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

の
作
品
を
通
し
て
、
障
害
に
対
す

る
理
解
を
深
め
る
作
品
展
。

■
問
合
せ

　

ゆ
か
い
な
仲
間
（
一
色
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

９
４
１
６

第
20
回
ゆ
か
い
な
仲
間
の
作
品
展

　５月27日㈰の愛媛ＦＣホームゲームは「西条市の日」
となり、西条市民には優待制度があります。
　優待制度を利用される方は、５月１日㈫～25日㈮の期
間（土・日・祝日を除く）に下記のマッチシティ事務局
か各総合支所総務課で優待チケットをお求めください。
※上記期間以外は優待チケットの配布・販売を行いません。

■西条市民への優待制度
○高校生以下の方は観覧無料（要優待チケット）
○通常1500円の一般チケットを特別価格500円で販売
※優待制度での観戦席はＣ席（メインスタンド端、バックスタンド）

■問合せ　市庁舎別館スポーツ健康課
　　　　　マッチシティ事務局　℡0897－52－1255

日 時 ５月27日㈰　19時キックオフ
ニンジニアスタジアム（愛媛県総合運動公園内）場 所

日　時 場　　所行　　事　　名

行事の日程・場所等は、変更になる場合があります。

11日 18：00

16日 18：00

20日 10：30

23日 18：00

ひうち球場ほか

西条西部公園

東予運動公園
野球場ほか

東予運動公園
野球場

東予運動公園
野球場

東予運動公園
野球場

石鎚山系
元気ウォーキング大会

６日　9：00

３日　9：00
４日　9：00

19日　9：00
20日　9：00

27日 19：00 ニンジニア
スタジアム

瓶ヶ森駐車場～
土小屋第２駐車場

西条市ソフトボール協会杯
大会（壮年の部）

西条市少年軟式野球大会

第67回国民体育大会軟式野球
競技成年男子愛媛県選考会

四国アイランドリーグ
公式戦　愛媛VS香川

四国アイランドリーグ
公式戦　愛媛VS香川

四国アイランドリーグ
公式戦　愛媛VS高知

愛媛ＦＣマッチシティ
愛媛ＦＣ VS カターレ富山

５月のスポーツカレンダー

■
日
時　

　

５
月
20
日
㈰　

11
時
～
14
時

■
場
所　

鞍
瀬
川
（
丹
原
町
明
河
）

■
内
容　

鞍
瀬
川
源
流
部
に
生
息

す
る
水
生
昆
虫
な
ど
の
観
察

■
講
師　

山
本
貴
仁
氏
（
愛
媛
県

環
境
マ
イ
ス
タ
ー
）

■
申
込
先

　

鞍
瀬
塾
事
務
局
（
藤
原
）

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

７
３

－

２
７
８
７

FAX
０
８
９
８

－

７
３

－

２
７
６
７

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

※
集
合
場
所
・
持
ち
物
な
ど
は
お

　

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

第
15
回　

鞍
瀬
川
自
然
観
察
会

■
日
時　

　

６
月
2
日
㈯　

14
時
～
16
時

■
場
所　

加
茂
川
河
口
干
潟
（
龍

神
社
前
）

■
内
容　

干
潟
の
生
き
物
の
観
察

■
講
師　

山
本
貴
仁
氏
（
西
条
自

然
学
校
）

■
定
員　

40
人
（
先
着
順
。
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
申
込
期
限　

５
月
28
日
㈪

■
申
込
先　

市
庁
舎
別
館
環
境
衛

生
課　

環
境
計
画
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
１

E ﾒｰﾙkankyoeisei@
saijo-city.jp

第
１
回　

自
然
観
察
会
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■
講
習
期
間
・
時
間

　

６
月
～
平
成
2５
年
３
月
（
18
回
）

○
幼
児
（
年
長
）
・
小
学
生

　

17
時
30
分
～
18
時
1５
分

○
中
学
生
・
高
校
生

　

18
時
2５
分
～
19
時
1５
分

■
場
所　

　

佐
伯
記
念
館
・
郷
土
資
料
館
、

丹
原
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容

　

地
球
サ
イ
ズ
の
友
情
を
築
き
上

げ
て
き
た
松
下
文
治
氏
を
含
む
４

名
の
講
師
に
よ
る
英
会
話
・
マ

ナ
ー
講
座

■
対
象
者
・
定
員

○
幼
児
・
小
学
１
年
生　
　

1５
人

○
小
学
２
・
３
・
４
年
生　

1５
人

○
小
学
５
・
６
年
生　
　
　

1５
人

○
中
学
生　

10
人

○
高
校
生　

10
人

■
受
講
料　
　

年
９
０
０
０
円

■
申
込
期
限　

５
月
24
日
㈭

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

　

で
決
定
し
ま
す
。

■
申
込
先　

　

丹
原
総
合
支
所
内　

教
育
委
員

会
丹
原
分
室　

教
育
振
興
係

国
際
社
会
を
考
え
る
講
座

■日程　10月開講　全３回・２時間程度
■内容　10月：自然観察会（石鎚ふれあいの里で実施）
　　　　12月：正月用寄せ植え盆栽
　　　　３月：寄せ植え盆栽の植え替えと管理
■対象・定員　一般・25人程度

▼ 遊学講座
■日程　
　Ａコース：６月５日㈫・８日㈮・12日㈫・15日㈮・
　　　　　　19日㈫・22日㈮　　10時～12時
　Ｂコース：７月11日㈬・12日㈭・13日㈮・18日㈬・
　　　　　　19日㈭・20日㈮　　19時～21時
■内容　Ａコース：文書作成（ワード）
　　　　Ｂコース：表計算（エクセル）
■対象・定員　一般・各コース14人

▼ 初級パソコン講座

■日程　６月開講　月１回・土曜日（全10回）９時～12時
■内容　パステルクレヨンや水彩絵の具で動物や乗り物な
　　　どを描き、子どもの豊かな感性と表現力を養います。
■対象・定員　小学１～５年生・30人程度

▼ 子ども美術講座

■日程　７月開講　全５回
■内容　７月：竹を使った花づくりの工夫
　　　　８月：多肉植物の寄せ植え
　　　　９月：秋まき野菜および草花の管理
　　　　11月：冬の草花の管理
　　　　12月：クリスマスの寄せ植え
■対象・定員　一般・30人程度

▼ 園芸講座

■日程　６月開講　月１回（全８回）
■内容　気功＆太極拳（４回）
　　　　ウォーキング（４回）
■対象・定員　一般・30人程度

▼ 初心者太極拳とウォーキング講座

■日程　６月開講　毎月第１・３水曜日（全16回）
　　　　Ａクラス：10時～　　Ｂクラス：13時30分～
■内容　国際化時代を迎え、国際感覚を高めるため、
　　　外国人講師による生きた英会話を学習します。
■対象・定員　一般・各クラス20人程度

▼ 英会話講座

■日程　６月開講　毎月第１・３木曜日（全10回）
　　　　19時30分～21時30分
■内容　初心者を対象に中国語の会話を学習します。
■対象・定員　一般・20人程度

▼ 中国語講座

■日程　６月開講　毎月第４土曜日（全10回）10時～12時
■内容　自分が感じたこと感じたままの気持ちを、絵と
　　　短い言葉で表現し、伝える楽しさを学びます。
■対象・定員　一般・15人程度

▼ 初心者絵手紙講座

　各公民館に設置してある中央公民館講座の案内チ
ラシに申込書が付いていますので、必要事項を記入
して、中央公民館に提出してください。
　各講座とも定員を超えた場合は抽選となります。
※各講座の受講料は無料ですが、画材や学習教材代
　などの実費が必要です。

■申込期間　５月１日㈫～25日㈮
■問 合 せ　中央公民館　℡0898－65－4030

▼ 中央公民館講座の申込方法 ▼

■
日
時　

５
月
20
日
㈰　

11
時
～

14
時
30
分
（
雨
天
決
行
）

■
内
容

　

保
育
園
児
の
歌
、
ホ
ー
ル
イ
ベ

ン
ト
、
バ
ザ
ー
、
の
み
の
市
、
花

の
苗
即
売
、
ゲ
ー
ム
、
ミ
ニ
消
防

自
動
車
乗
車
コ
ー
ナ
ー
な
ど

■
場
所
・
問
合
せ

　

東
予
北
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
６

－

４
１
８
５

※
当
日
は
、
日
泉
ポ
リ
テ
ッ
ク
㈱

　

西
条
工
場
、
す
ぱ
ー
く
東
予
の

　

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

東
予
北
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■
日
時　

５
月
27
日
㈰　

10
時
30

分
～
14
時
30
分
（
雨
天
決
行
）

■
内
容

　

ふ
あ
ふ
あ
エ
ア
ポ
リ
ン
、
創
作

コ
ー
ナ
ー
、
の
み
の
市
、
ゲ
ー
ム
、

バ
ザ
ー
な
ど

■
場
所
・
問
合
せ　

　

東
予
南
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
５

－

６
６
８
０

※
当
日
は
、
東
予
南
幼
稚
園
・
保

　

育
所
の
駐
車
場
も
利
用
で
き
ま

　

す
が
、
な
る
べ
く
乗
り
合
わ
せ

　

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

東
予
南
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル



広報さいじょう　2012　５月号 22

　

心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
興
味

の
あ
る
方
、
子
育
て
や
人
間
関
係

に
不
安
の
あ
る
方
に
役
立
つ
、
初

級
コ
ー
ス
の
講
座
で
す
。

■
日
時
（
全
４
回
）

　

６
月
９
日
㈯　

13
時
～
17
時

　

６
月
10
日
㈰　

９
時
～
17
時

　

７
月
14
日
㈯　

13
時
～
17
時

　

７
月
1５
日
㈰　

９
時
～
17
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
講
師　

え
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
代
表　

南
修
治
氏

■
定
員　

１
５
０
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
市
内

　

在
住
・
在
勤
の
方
を
優
先
し
て

　

抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

申
込
先
に
あ
る
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
人
権
教
育
課
の
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
込
期
限　

５
月
22
日
㈫

■
申
込
先

○
市
庁
舎
別
館
人
権
教
育
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
６
０

URLhttp://www.city.saijo.ehim
e.jp/

khom
e/jinkenkyoiku/index.htm

l

○
各
総
合
支
所
内

　

市
教
育
委
員
会
各
分
室

○
各
公
民
館

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
養
成
講
座

【
中
国
語
講
座
】

■
日
時

○
初
級　

５
月
８
日
㈫　

開
講　

　
　
　
　

第
２
・
４
火
曜
日

　
　
　
　

19
時
30
分
～
21
時

○
中
級　

５
月
10
日
㈭　

開
講　

　
　
　
　

第
２
・
４
木
曜
日

　
　
　
　

19
時
30
分
～
21
時

■
場
所　

　

徳
田
公
民
館

■
受
講
料　

　

年
５
０
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代
別
途
必
要

■
申
込
期
限　

開
講
日
前
日

【
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
講
座
】

■
日
時

　

毎
週
日
曜
日　

９
時
～
11
時

■
場
所

　

丹
原
公
民
館

■
内
容

○
申
込
不
要
・
受
講
料
無
料

○
入
門
期
か
ら
日
本
語
能
力
試
験

　

受
験
対
策
ま
で
の
５
ク
ラ
ス

○
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

URLhttp://w
w
w
.geocities.jp/

tbrjpns/index1act.htm
l

【
申
込
先
】　

　

丹
原
町
国
際
交
流
協
会
（
児
玉
）

ＴＥＬ
０
８
９
8

－

６
８

－

０
２
４
６

E ﾒｰﾙtanbarajpn@
yahoo.co.jp

丹
原
町
国
際
交
流
協
会

語
学
講
座

【臨時休館】　５月14日㈪・28日㈪は清掃作業などのため休館します。

●日時　５月20日㈰　10時～13時30分
●内容　西条ベジ「そら豆」を使った料理を作りま
　　　す。
●講師　竹村竜二氏
●定員　10人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 2,500円　　●申込期限　５月11日㈮

●日時　６月９日㈯　11時～14時
●内容　愛媛在住の外国人講師と西条産野菜を使っ
　　　た韓国・中国・アメリカなどの各国の料理を
　　　作り、楽しい昼食会を開催します。
●定員　30人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 1,000円　　●申込期限　５月30日㈬
●申込先　愛媛県国際交流センター　℡089－917－5678

●日時　５月16日㈬　18時30分～20時30分
●内容　基本的なそば打ち体験をします。
●講師　西條そば　甲（きのえ）　荻原甲慎氏　
●定員　６人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 2,000円　　●申込期限　５月10日㈭

申込先：丹原文化会館　℡0898－68－3555

■ハーモニカ講習会
　日時：第１・３土曜日　９時30分～11時30分
　内容：好きな曲が学べます。Ｃ調ハーモニカ使用。
　受講料：月500円

■ギター講習会
　日時：第２・４土曜日　９時30分～11時30分
　内容：基礎から応用まで学べます。
　受講料：月500円　※アコースティックギター使用。

■和太鼓講習会
　日時：毎週金曜日　19時30分～21時30分
　対象：小学生以上　　内容：基礎から学びます。
　受講料：月1,000円

■子どものキーボード教室
　日時：第２・４土曜日　17時～17時30分
　対象：小学生以上　　内容：基礎から学びます。
　受講料：月500円

■吹奏楽クリニック（楽器別講習会）
　日時：年５回程度
　内容：県内外の講師が10種類の楽器を指導します。
　受講料：１回500円

■合唱講習会
　日時：第２・４土曜日　９時30分～11時30分
　対象：小学生～高校生　　内容：基礎から学びます。
　受講料：月500円
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【
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
】

■
日
時
（
全
4
回
）

　

５
月
22
日
～
６
月
12
日
の
火
曜

日　

13
時
30
分
～
1５
時
30
分

■
場
所　

丹
原
公
民
館

■
内
容　

子
ど
も
の
豊
か
な
感
性

を
は
ぐ
く
み
、
言
葉
を
学
び
表
現

力
を
高
め
る
読
み
聞
か
せ
を
学
習
。

■
定
員　

2５
人

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
】

■
日
時
（
全
５
回
）

　

５
月
31
日
～
６
月
28
日
の
木
曜

日　

13
時
30
分
～
1５
時
30
分

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
内
容　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

す
る
上
で
の
ス
キ
ル
を
学
習
。

■
定
員　

20
人

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
座
】

■
日
時
（
全
３
回
）

　

６
月
６
日
～
20
日
の
水
曜
日　

　

13
時
30
分
～
1５
時
30
分

■
場
所　

東
予
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
）

■
内
容　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
時

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
学
習
。

■
定
員　

20
人

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座
】

■
日
時　

６
月
１
日
㈮　

13
時
30

分
～
1５
時
30
分

■
場
所　

東
予
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い

て
の
学
習
や
体
験
。

■
定
員　

20
人

【
申
込
先
】
西
条
市
社
会
福
祉
協

議
会　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

２
６
０
０

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　

あ
な
た
の
大
切
な
人
を
、
い
ざ

と
い
う
時
、
救
う
こ
と
が
で
き
ま

す
か
？　

救
急
車
が
到
着
す
る
ま

で
の
応
急
手
当
は
重
要
で
す
。

　

消
防
署
で
は
、
毎
月
第
３
日
曜

日
を
「
応
急
手
当
の
日
」
と
し
て

心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
等
の
講
習

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

　

５
月
20
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所　

　

西
消
防
署
救
急
実
習
室

■
申
込
先　

○
西
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

○
東
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会

　

市
街
地
の
う
ち
ぬ
き
ス
ポ
ッ
ト

な
ど
を
め
ぐ
り
、
西
条
の
水
・
歴

史
・
環
境
な
ど
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

５
月
20
日
㈰　

10
時
～

■
コ
ー
ス　

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

～
ア
ク
ア
ト
ピ
ア
水
系
な
ど

■
定
員　

20
人

■
申
込
期
限　

５
月
14
日
㈪

■
申
込
先　

西
条
市
観
光
協
会

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

２
６
０
５

ガ
イ
ド
と
学
ぶ
水
め
ぐ
り
学
習
会

【
中
堅
社
員
リ
ー
ダ
ー
養
成
ス
ク
ー
ル
】

■
期
間　

６
月
22
日
㈮
～
平
成
2５

年
６
月
７
日
㈮
（
全
９
講
座
）

■
申
込
期
限　

６
月
12
日
㈫

■
受
講
料　

１
２
５
０
０
０
円

■
問
合
せ　

　

㈶
東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

６
６

－

１
１
１
１

URLhttp://w
w
w
.ticc-ehim

e.or.jp/

東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

人
材
育
成
研
修
講
座

　

市
内
公
立
高
校
に
通
学
予
定
の

留
学
生
を
受
け
入
れ
る
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■
滞
在
期
間

　

６
月
中
旬
か
ら
７
月
末
ま
で
の

６
週
間

■
条
件

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
を
引
き
受
け
て
く
れ
る
家

庭
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

㈶
ワ
イ
・
エ
フ
・
ユ
ー
日
本
国

際
交
流
財
団　

地
区
委
員　

渡
辺

ＴＥＬ
０
９
０

－

６
２
８
３

－

６
７
４
９

　

西
条
市
を
訪
問
す
る
外
国
人
や

市
内
在
住
の
外
国
人
の
た
め
に
、

通
訳
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

　

特
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
ス
ペ
イ

ン
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
が
で
き
る
方

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
サ
ポ
ー

タ
ー
に
は
、
協
力
が
必
要
な
と
き

に
国
際
交
流
係
か
ら
連
絡
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
で
、
国
際
交
流
や
在

日
外
国
人
支
援
に
関
心
が
あ
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
理
解
と
意

欲
の
あ
る
方
。

■
応
募
先

　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

国
際
交
流
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

　

愛
媛
県
職
員
採
用
候
補
者
（
上

級
）
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

　

受
験
資
格
、
申
込
み
方
法
な
ど

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
愛
媛
県
人

事
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
第
１
次
試
験
日

　

６
月
24
日
㈰

■
受
験
場
所　

　

松
山
・
東
京
・
大
阪
の
い
ず
れ

か
の
会
場
で
受
験
で
き
ま
す
。

■
申
込
受
付
期
間

　

５
月
14
日
㈪
～
６
月
１
日
㈮

※
試
験
案
内
・
申
込
書
は
、
５
月

11
日
㈮
か
ら
県
人
事
委
員
会
事
務

局
、
各
地
方
局
な
ど
で
配
布
予
定
。

■
問
合
せ

　

愛
媛
県
人
事
委
員
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
１
２

－

２
８
２
６

留
学
生
の

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

外
国
語
通
訳
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

愛
媛
県
職
員
募
集

【
山
の
お
茶
摘
み
】

■
日
時　

５
月
11
日
㈮
・
13
日
㈰

・
14
日
㈪　

10
時
～
13
時　

■
定
員　

８
人

■
参
加
費　

１
５
０
０
円
（
昼
食

代
込
み
）

【
申
込
先
】　

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
９

－

０
２
０
３

※
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
を
超

　

え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里
体
験
教
室
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郷
土
の
誇
れ
る
風
景
・
農
作
物

・
行
事
な
ど
自
由
な
題
材
で
、
は

が
き
サ
イ
ズ
に
描
い
た
絵
画
・
イ

ラ
ス
ト
・
絵
手
紙
・
版
画
な
ど
の

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
作
品
は
、
５
月
27
日
㈰
～

６
月
10
日
㈰
の
間
、
中
央
公
民
館

ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

■
対
象　

　

市
内
の
小
学
校
・
中
学
校
・
高

校
に
通
う
児
童
・
生
徒

■
応
募
期
限

　

５
月
11
日
㈮

■
応
募
先　

　

〒
７
９
９

－

１
３
５
３　

　

三
津
屋
南
10

－

20

　

医
療
法
人
弘
仁
会
管
理
部

　
「
小
さ
な
作
品
展
」
係

※
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ　

　

ア
ト
リ
エ
し
ま
な
み
事
務
局　

ＴＥＬ
０
９
０

－

５
１
４
２

－
５
５
６
３

第
12
回　

小
さ
な
作
品
展

作
品
募
集

毎年５月１日～５月31日の期間で、赤十字社員増強運動が全国一斉に展開されます。
この募金は自然災害などの被災者への援助物資や見舞金支給など、さまざまな事業に活用されています。
昨年発生した東日本大震災での赤十字の救護活動も、皆さまからの募金が原資となっています。
皆さまの温かいご理解、ご協力をお願いします。
■問合せ　
○市庁舎別館社会福祉課　総務福祉係　℡0897－52－1288
○各総合支所市民福祉課　福祉係（東予）、市民福祉係（丹原・小松）

赤十字社員増強運動（赤十字募金）にご協力ください

■募集作品　
　●「愛称」　　愛媛県らしさを端的に表し、誰からも親しまれ、呼びやすい愛媛国体
　　　　の愛称としてふさわしいことば。なお「愛媛○○国体」、「○○愛媛国体」の
　　　　ように、愛媛（えひめ・エヒメ・ＥＨＩＭＥなど）と「国体」の文字を必ず入
　　　　れてください。
　●「スローガン」　　愛媛国体の趣旨や目的を簡潔に表現することば。
■募集期間　５月１日㈫～６月15日㈮　※当日消印有効
■賞・賞金
　応募作品の中から、「愛称」、「スローガン」それぞれ最優秀賞と優秀賞を選定し、賞状と賞金を授与。
　●最優秀賞　１点　賞金５万円　　　●優秀賞　　３点　賞金１万円
　※応募者の中から100名に抽選で記念品を差し上げます。
■応募方法　
　●募集チラシについているはがき、官製はがき、ファックス、県庁ホームページ内の愛媛国体ページでご応募ください。
　●応募１件につき「愛称」、「スローガン」各１点を明記し、それぞれに簡単な説明も記入してください。
　●郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号、職業（学校名、学年）を記入してください。
　●作品は、自作で未発表のものに限ります。
　●１人何点でも応募できますが、１回の応募につき各１点の応募で、それぞれ異なる作品に限ります。
■発表・表彰　８月に予定しています。
■応募先・問合せ
　〒790-8570　愛媛県松山市一番町四丁目４番地２
　第72回国民体育大会愛媛県準備委員会事務局（県国体準備課内）愛称・スローガン募集係
　TEL089－912－2730　　FAX089－912－2729
　愛媛県ホームページアドレス 　http://www.pref.ehime.jp/h13100.html
　携帯版ホームページアドレス　 http://www.pref.ehime.jp/k/
　※応募方法など詳しくは、募集チラシまたは愛媛県ホームページをご覧ください。

　平成29年（2017年）に愛媛県で開催される第72回国民体育大会（愛媛国体）開催の機
運を高めるため、大会を象徴し、広く県民に愛されるような「愛称（ニックネーム）」
と「スローガン（キャッチコピー）」を募集します。

愛媛国体マスコット
「みきゃん」



よいお湯に、美味しい食事、日帰りでさっぱり、泊まりでのんびり！

河之内甲494番地　TEL0898－66－0372　FAX0898－66－6461　info@hontani.com

年中無休　※清掃日は13時まで札止め。
●清掃日　本館・家族風呂：毎週水曜日
　　　　　新館：第２・４金曜日
●入　浴　９時～22時（札止め：21時30分）
●宿　泊　チェックイン：15時
　　　　　チェックアウト：10時

毎月６・16・26日は
椅子式全身マッサージ器無料開放日

●俳句・俳画展
　市内愛好家の作品展。
期間　５月10日㈭まで
●趣味の手芸展
　パッチワーク、創作アップリケ、ボトルフラワーなど、
地域の手芸愛好家の作品を展示。
期間　５月17日㈭～６月５日㈫

【開館時間】８時30分～17時
【５月休館日】月曜日、３日㈭、４日㈮、５日㈯

●丁石展
　世田山、西山、仙遊寺、満願寺参道沿いの丁石を紹介。
期間　５月20日㈰まで
●館蔵品展
　館所蔵の美術品を展示。
期間　５月26日㈯～７月22日㈰
●和紙あんどん作り教室ー生徒募集ー
　西条市特産の手すき和紙を用いて、柔らかい光を放つあ
んどん作り。
日時　６月７日㈭・14日㈭・21日㈭　13時～15時
定員　10人（同じ10人で３回実施・先着順）
材料費　2,500円程度
必要な物　木工用ボンド、カッターナイフ、小筆
申込期限　５月20日㈰

【開館時間】９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）
【５月休館日】月曜日、１日㈫、８日㈫、９日㈬、10日㈭

●山陰・中国・四国地方の陶磁器展
　沖縄、九州地方の展示に引き続き、
出雲、牛の戸、備前、砥部などの山
陰・中国・四国地方の陶磁器、約60
点を展示。
期間　５月31日㈭まで

【開館時間】９時～16時30分
【５月休館日】月曜日、１日㈫、２日㈬、８日㈫、９日㈬、10日㈭

●「子どもの日」無料開放
日時　５月５日㈯　10時～21時
対象　小・中学生　※１回の利用は２時間以内
●市内小・中学生無料開放日
日時　５月12日㈯　10時～12時
●無料平泳ぎ教室
日時　５月26日㈯　10時30分～11時
対象　市内小・中学生
●水中モニターで水泳フォームを確認しませんか！
　水中モニターで効果的に水泳フォームを確認できます。
登録料　市民：無料　市外の方：1,000円（年度ごと）
使用料　300円（１回）　　ＤＶＤ録画　200円
【開館時間】10時～21時　　　　【５月休館日】月曜日、１日㈫

●特別展示
　小松藩主の掛軸展
　館所蔵の小松藩３代藩主、一柳直卿公が
書いた掛軸など、小松藩主の掛軸を展示。
期間　５月３日㈭～30日㈬

【開館時間】９時～17時
【５月休館日】月曜日、１日㈫、２日㈬、８日㈫、９日㈬、10日㈭

【開館時間】オアシス館：９時～18時（有料展示館の入館受付は９時30分～17時30分）
　　　　　　椿交流館：10時～22時（札止め21時30分）
【５月休館日】オアシス館：無休　　椿交流館：水曜日（２日開館）

●ミニアチェア　ふくろう（箱庭）ロビー展
　市内在住の山内一子さんによ
る作品展。
期間　５月28日㈪まで
場所　椿交流館
●椿交流館の出展者募集！
　まちづくり展示コーナーにあなたの作品を展示してみま
せんか？詳しくはスタッフへご相談ください。
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【開館時間】８時30分～17時
【５月休館日】月曜日、１日㈫、２日㈬、８日㈫、９日㈬、10日㈭

●春季読書マラソン
　期間中に読んだ本の題名を記録し、21～42冊読み終えた
方に記念品贈呈。記録表はこどもの国で配布中。
期間　～５月15日㈫　　記録表の提出期限　５月31日㈭
●のみの市　ご家庭に不用品があればご提供ください。
期間　５月３日㈭～５月13日㈰　　主催　どんぐり委員会

▼　プラネタリウム情報　▼

電子工作
七色ライト

行事・教室名 日　　時 備　　　　考 行事・教室名 日　　時

こどもの国　５月の行事予定表

楽しい英語絵本の読み聞かせストーリーテリング 毎週土曜日
11：00～11：30

フラワーアレンジメント
母の日のプレゼント

12日㈯
10：00～12：00

ポーセラーツ教室
オリジナルの食器作り

３日㈭
13：30～15：30

５歳～小学生　定員：30人
幼児は保護者同伴　材料費：500円
作品のお渡しには１週間ほどかかります

備　　　　考

定員制の行事や教室は早めに、直接または電話でこどもの国へ予約してください。
６月の行事予定表は５月15日㈫からこどもの国にあります。

おもしろ紙ねんど教室 ３日㈭
10：00～12：00

太陽や星を見る会
太陽の観察

小学生　定員：15人
材料費：350円　申込多数の場合は
抽選　申込期限：５月４日㈮

26日㈯
13：30～15：30

こどもの国活動
楽しいクッキング ピザ作り

27日㈰
10：00～12：00

パソコン教室

だんじりをかつごう ５日㈯
13：30～14：30

かみしばい・なぞなぞ
絵本の読み聞かせなどおはなしのへや

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は初級コース将棋教室 27日㈰

13：30～15：00

６日㈰
13：30～15：00囲碁教室 小・中学生　定員：10人

毎週土・日曜日
（５日・27日除く）
14：00～14：30

小学生　定員：20人
３年生以下は保護者同伴
材料費：500円

５歳～小学生　定員：15人
幼児は保護者同伴　材料費：500円
必要な物：牛乳パック

５歳～小学生　定員：25人
幼児は保護者同伴
材料費：300円

トールペイント教室
かわいい小物にペイント

４日㈮
10：00～12：00

染め物教室 ６日㈰
13：30～15：30

５歳～中学生　定員：15人
材料費：250円　必要な物：エプロン
幼児は保護者同伴

幼児～小学生　保護者同伴
必要な物：タオル、飲み物
※ある人は子ども用はっぴ

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

小学生以上　定員：60人
小学１～３年生は保護者同伴

楽しい電子工作
いやしペットボトル

20日㈰
10：00～12：00

地球探検教室
香川県丸亀城

イラスト教室 小学３年～中学生
定員：15人　材料費：100円

19日㈯
13：30～15：30

19日㈯
10：00～12：00

19日㈯
10：00～12：00

絵画教室 小学２～６年生　定員：15人
必要な物：絵の具道具

５歳～小学生　定員：30人
幼児は保護者同伴
材料費：500円

グラスアート教室
ホワイトボードにグラスアート

19日㈯
９：00～15：00

小学３年生以上　定員：20人
参加費：800円　申込多数の場合は
抽選　　申込期限：５月４日㈮

小学４年生以上　定員：８人
４年生は保護者同伴
申込期限：５月５日㈯

12日㈯～全５回
毎週土曜日
14：00～16：00

●木工教室
　基礎からの指導で、初めての方でも簡単に作れます。
日時　５月12日㈯・26日㈯　13時30分～15時30分
●水彩画教室
　初めての方でも基礎から習えます。用具は各自で準備。
日時　５月４日㈮・18日㈮　19時～21時
●中高年ピアノ教室
日時　５月16日㈬・30日㈬　13時30分～15時30分
対象　40歳以上の初心者
●企画展　同美会作品展
期間　５月３日㈭～24日㈭　　内容　油絵を展示
【開館時間】９時～22時
【５月休館日】月曜日、１日㈫、２日㈬、８日㈫、９日㈬、10日㈭

●かずらアート展
　市内在住の南勝正さん主宰の
「つづら会」によるかずらアー
ト展。身のまわりの素材が生活
を飾る作品に変身。
期間　５月３日㈭～30日㈬
●考古学講座参加者募集
日時　５月17日㈭　13時～15時
テーマ　今治市朝倉下経田遺跡の現場見学会
申込方法　電話にて申し込み
申込期限　５月13日㈰　16時
●火おこし体験
日時　５月６日㈰、20日㈰　11時～15時
※体験希望の方は、考古歴史館までお申込みください。

【開館時間】９時～17時
【５月休館日】月曜日、１日㈫、２日㈬、８日㈫、９日㈬、10日㈭

●特別展示　第10回新収蔵資料展
　平成23年度に新しく郷土資料室の
収蔵品となった貴重な資料をお披露
目公開。
　旧小松藩10代当主、一柳紹念子爵
「二匹馬之図」や小松町出身で昭和
初期の陸軍少将・武司於菟二氏の古
写真の珍しい資料を展示。
期間　６月10日㈰まで

【開館時間】９時～17時30分
【５月休館日】水曜日、１日㈫、７日㈪、８日㈫、10日㈭、31日㈭

ガチャピン・ムックのプラネタリウムで遊んじゃおう
投影開始時間（10分前にはお越しください。約40分投影）
　○火～金曜日：団体予約のみ
　○土・日曜・祝日：11時、13時30分
　※プラネタリウム投影機不調のため、投影時間を当分の間変更します。
　※第２・４土曜日の11時の１回目は観覧料無料です。
観覧料　50～200円（65歳以上の方は無料）
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●ジャンボお絵かき
　５月５日㈯　10時～15時　 対象：幼児・小学生　
　内容：真っ白な大きなキャンバスに自由に絵をかこう。
　※作品は、１年間西条児童館の壁面となります。
●リトミック（要申込）
　５月８日㈫　定員：各クラス親子10組
　①10時～10時30分　　　　１歳６ヶ月～２歳未満のクラス
　②10時40分～11時10分　　２歳以上のクラス
●ゲーム遊び（要申込）
　５月12日㈯　14時～15時30分　　対象：小学生　定員：15人
●工作広場「巨大シャボン玉づくり」（要申込）
　５月26日㈯　10時～11時　対象：幼児・小学生　定員：20人

●こども映画会「ハッピーフィート２」
　５月５日㈯　13時30分～15時
●茶道クラブ
　５月12日㈯　10時～12時　　対象：幼児・小学生
●かんたん手芸「スイーツのメモボード」（要申込）
　５月12日㈯　13時30分～15時　
　対象：幼児・小学生　　定員：30人
●リズム教室
　５月19日㈯　10時30分～11時30分　対象：幼児～小学３年生
●ゲーム大会（要申込）
　５月19日㈯　13時30分～14時30分　
　対象：幼児・小学生　　定員：30人

●「お楽しみ工作」
　５月５日㈯　10時～16時　　定員：30人（当日先着順）
　内容：だれでも参加できるお楽しみ工作コーナー
●「丹原わくわくフェスタ」（要申込）
　５月19日㈯　10時～11時30分　
　対象：幼児・小学生　　定員：50人
　内容：人形劇「ごんべ劇団」、ゲーム遊び、
　　　　お楽しみ抽選会など

●こども映画会「ワンピース」
　５月５日㈯　13時30分～
●かんたん工作「お花のブローチ」
　５月６日㈰　13時30分～14時30分　　対象：幼児・小学生
　内容：布でブローチを作り、プレゼントにいかがですか！
●リトミック（要申込）　
　５月30日㈬　10時30分～11時　
　対象：２歳～未就学児親子　定員：10組

【開館時間】８時30分～17時　　※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。
【５月休館日】月曜日、３日㈭、４日㈮

西条図書館：大町1590　℡0897－56－2668
東予図書館：周布427　  ℡0898－65－4797
丹原図書館：丹原町池田1733－1（丹原総合支所３階）　℡0898－68－8711
小松温芳図書館：小松町新屋敷甲3007－1　℡0898－72－5634

【開館時間】西条図書館：９時～22時　　
　　　　　　　東予図書館・丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時
【５月休館日】西条図書館：31日㈭
　　　　　　　東予図書館：月曜日、１日㈫、８日㈫～10日㈭、31日㈭
　　　　　　　丹原図書館：金曜日、１日㈫、７日㈪～10日㈭、31日㈭　　　
　　　　　　　小松温芳図書館：水曜日、１日㈫、７日㈪、８日㈫、
　　　　　　　　　　　　　　　10日㈭、31日㈭

●４日・18日（金曜日）
オレンジハイツグラウンド　10：00～10：40
グリーンハイツグラウンド　10：50～11：30
玉津小学校　　　　　　13：00～13：30
田滝小学校　　　　　　14：20～14：50
田野公民館　　　　　　15：10～15：20

●11日・25日（金曜日）
船屋集会所　　　　　　10：00～10：40
玉津団地集会所　　　　10：50～11：20
西条小学校　　　　　　13：00～13：30
桜樹公民館　　　　　　14：30～15：00

●５日・19日（土曜日）
楠河公民館　　　　　　10：00～10：30
庄内小学校　　　　　　10：50～11：20
国安公民館　　　　　　11：40～12：00
多賀小学校　　　　　　13：10～13：40
周布小学校　　　　　　13：50～14：20
吉井公民館　　　　　　14：30～15：00
伊曽乃神社鳥居前　　　15：20～15：40

●13日・27日（日曜日）
千野々バス停前　　　　９：30～10：00
兎之山集会所　　　　　10：20～10：50
舟形バス停横　　　　　11：00～11：30
大郷集会所　　　　　　13：30～14：00
志川集会所　　　　　　　　　　　14：20～14：50
中川公民館　　　　　　15：00～15：30

西条図書館
○ぴょんぴょんお話会
　５月12日㈯　15時～16時　　対象：幼児・小学生
○ぴよぴよお話会
　５月16日㈬　10時～10時30分・10時30分～11時　
　　　　　　　対象：乳幼児以上
東予図書館
○ころころどんぐりお話会
　５月16日㈬　10時30分～　　対象：乳幼児以上
丹原図書館
○おはなし会
　５月12日㈯　14時～15時　　　　対象：幼児以上
　５月24日㈭　10時30分～11時　　対象：乳児
小松温芳図書館
○おはなし会
　５月26日㈯　10時30分～　　対象：幼児以上
※その他の講座は各館で配布の「図書館だより」をご覧ください。

●14日・28日（月曜日）
野々市集会所　　　　　10：00～10：30
旧西田郵便局横　　　　10：40～11：10
壬生川小学校　　　　　13：00～13：30
東予北地域交流センター　13：50～14：20
庄内公民館　　　　　　14：40～15：20

●８日・22日（火曜日）
飯岡西原集会所　　　　10：00～10：40
飯岡戻川集会所　　　　10：50～11：20
橘小学校　　　　　　　13：00～13：30
西条西部公園　　　　　13：40～14：10
石根公民館　　　　　　14：30～15：00

●２日・16日・30日（水曜日）
大谷西　　　　　　　　10：00～10：30
西福寺入口　　　　　　10：40～11：10
神戸小学校　　　　　　13：00～13：30
神戸公民館　　　　　　13：40～14：10
氷見公民館　　　　　　14：20～14：50
ウイングサポートセンター　15：10～15：40

●９日・23日（水曜日）
橘公民館　　　　　　　10：00～10：30
新御堂児童公園　　　　10：40～11：10
飯岡小学校　　　　　　13：00～13：50
生涯学習の館　　　　　14：00～14：40
港新地集会所　　　　　14：50～15：20

●３日・17日（木曜日）
若葉町みんなの広場　　10：00～10：30
ファミリーハイツ北公園　10：40～11：20
禎瑞小学校　　　　　　13：00～13：30
徳田公民館　　　　　　14：00～14：40
吉岡公民館　　　　　　15：00～15：30

※児童福祉週間について
　国では、こどもの健やかな成長について国民全体で考えることを目的に、毎年５月５日の
「こどもの日」から１週間を「児童福祉週間」と定めています。児童館でもさまざまな催し
を開催していますので、ぜひご参加ください。　
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南
米
ア
ン
デ
ス
の
先
住
民
に

「
ハ
チ
ド
リ
の
ひ
と
し
ず
く
」
と

い
う
お
話
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

山
火
事
が
起
こ
り
、
森
に
住
む

生
き
も
の
た
ち
は
わ
れ
先
に
と
逃

げ
ま
ど
い
ま
す
。
し
か
し
、
唯
一

ハ
チ
ド
リ
だ
け
が
、
自
分
の
小
さ

な
く
ち
ば
し
で
水
の
し
ず
く
を
一

滴
ず
つ
運
び
、
火
の
上
に
落
と
し

て
消
火
し
よ
う
と
試
み
ま
す
。

　

他
の
動
物
た
ち
は
、
そ
れ
を
見

て
「
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
何
の
意

味
が
あ
る
の
か
」
と
、
あ
ざ
け
り

笑
い
ま
す
。

　

だ
が
ハ
チ
ド
リ
は
「
私
は
、
私

に
で
き
る
こ
と
を
し
て
い
る
だ
け

だ
」
と
答
え
ま
す
。

　

こ
の
お
話
に
登
場
す
る
「
山
火

事
」
を
、
私
た
ち
の
生
き
て
い
る

社
会
の
深
刻
な
問
題
―
環
境
問
題
、

戦
争
、
貧
困
、
人
権
問
題
な
ど
に

置
き
換
え
て
み
る
と
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
に
何
か
で
き
る
こ
と
は

な
い
か
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
問
題
に
取
り
巻
か

れ
て
い
る
私
た
ち
は
、
と
も
す
れ

ば
無
力
感
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う

に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
問
題

に
対
し
て
、
「
自
分
に
で
き
る
こ

と
は
何
も
な
い
」
と
あ
き
ら
め
て

し
ま
う
の
で
は
な
く
、
「
私
に
も

で
き
る
こ
と
が
あ
る
」
と
思
え
ば

行
動
に
移
す
こ
と
が
で
き
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
そ
の
気
に
な
れ
ば
力

を
合
わ
せ
て
水
の
し
ず
く
を
た
く

さ
ん
集
め
て
、
燃
え
て
い
る
森
の

火
を
消
す
だ
け
の
力
を
発
揮
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

家
族
、
友
人
や
同
僚
と
の
つ
な

が
り
の
中
で
、
水
の
し
ず
く
を
落

と
す
よ
う
な
行
為
は
、
自
分
の
身

の
ま
わ
り
に
も
い
っ
ぱ
い
あ
る
よ

う
に
思
え
ま
す
。

　

人
間
一
人
ひ
と
り
は
微
力
で
も
、

ハ
チ
ド
リ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
教
訓

に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
の
中

で
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

「
燃
え
て
い
た
あ
の
森
は
、
そ

の
後
ど
う
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

物
語
の
続
き
を
描
く
の
は
あ
な
た

で
す
」
と
、
こ
の
民
話
を
翻
訳
し

た
文
化
人
類
学
者
の
辻
信
一
さ
ん

は
結
ん
で
い
ま
す
。

いま、私にできること
西条市教育委員会 丹原分室

■
個
人　
　

○
三
浦
令
子
（
下
島
山
）

○
故
鎌
田
ス
ミ
ヱ
（
周
布
）

○
藤
原
信
義
（
喜
多
台
）

○
鈴
木
清
志
（
上
市
）

○
黒
河
典
彦
（
丹
原
町
徳
能
）

■
各
種
団
体

○
西
条
歌
謡
同
好
会

○
飯
岡
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

○
悠
友
サ
ロ
ン

○
西
条
西
部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
陶
芸
教
室

○
楠
河
小
学
校

○
中
川
地
区
母
子
愛
育
班

ま
ご
こ
ろ
銀
行
へ

　

次
の
方
々
か
ら
ご
厚
志
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
順
不
同　

敬
称
略
）

図書が寄贈されました

図書が寄贈されました

　３月13日に、国際ソロプチミスト西条から西条図書館に、
昨年に引き続き図書が寄贈
され、阿蘇道子会長から目
録が手渡されました。
　寄贈された児童図書は、
西条図書館の蔵書として来
館者の皆さまにご利用いた
だきます。

　４月１日付けで、法務大臣から次の方が人権擁護
委員に委嘱されました。
　　○井門喜代美氏（下島山）・・・再任
　　○宮内哲彦氏（明屋敷）・・・・再任
　　○今井　幸氏（大町）・・・・・再任
　人権擁護委員は、人権擁護委員法に基づき委嘱さ
れた私たちの街の相談パートナーです。
　暮らしの中での悩みや心配事、困り事のある方は
人権擁護委員にご相談ください。
問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243

人権擁護委員が委嘱されました

　３月19日に、社団法人伊予西条法人会から西条図書館に、
昨年に引き続き図書が寄贈
され、星加隆夫会長から目
録が手渡されました。
　寄贈された児童図書は、
西条図書館の蔵書として来
館者の皆さまにご利用いた
だきます。

　３月16日に大町の今井
一正さんから、元西条市
指定無形文化財、２代目
今井貞重作の短刀が寄贈
されました。
　短刀は西条郷土博物館
に収蔵し、活用させてい
ただきます。

短刀が寄贈されました

　３月26日に東町の西峰一さんから、市内小中学校、
公民館などへ多く
の食器類が寄贈さ
れました。
　食器類は、寄贈
を受けた施設にお
いて、活用させて
いただきます。

食器類が寄贈されました
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　サヤの緑が鮮やかで弾力がある
ものを選びます。空気に触れると
硬くなるのですぐに調理しましょ
う。サヤごとじっくり焼いたり、
サヤから取り出した豆をたっぷり
の湯に塩と酒少々を入れ２分ほど
ゆで、ザルにとり自然に冷ますと
青臭さがやわらぎます。

　ソラマメにはビタミンB1が含まれています。これ
が欠乏すると脚気と言われる心不全や神経障害の原
因になります。昭和初期までは脚気で命を落とす人
が大勢いましたが、現代では肉や豆類、穀物など栄
養を偏りなく取ることで十分予防できます。
　食事のバランスは命に直結するのです。

バランスの良い食事で病気の予防を

次回の食材は トマト です。　問合せ：市庁舎本館ブランド戦略課　ブランド戦略係　℡0897－52－1380

栄養士チェック
　ソラマメの主成分は炭水化物とたんぱく質ですが、ビタミンB1
やB2なども豊富に含む食材です。ビタミンB1は糖質をエネルギー
に変える働きがあり疲労回復に役立ち、ビタミンB2には皮膚や粘
膜の健康を維持する働きがあります。薄皮の部分に整腸作用のあ
る食物繊維が豊富に含まれていますので皮ごと食べるのが良いで
しょう。

栄養価（１人分当たり）

材　料（２～３人分）

ソラマメ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥20粒
豚肉（うす切り）‥‥‥‥‥‥‥80ｇ
キャベツ（春キャベツでも）‥‥80ｇ
塩こんぶ（市販）‥‥‥‥‥‥‥５ｇ
桜エビ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥適量

①　ソラマメをサヤから取り出し、豆の横に切り込みを
　入れ、素揚げする。皮から身が出てきて、浮いてきた
　らザルにとり、皮を外す。
②　フライパンにサラダ油を熱し、豚肉を炒める。
③　キャベツとすりおろしにんにくを入れ、キャベツに
　火が通ったら火を止め、①のソラマメと塩こんぶを加
　え、さっと混ぜる。
④　お皿に盛り付けて上から桜えびをパラパラとふりか
　ける。(お好みであらびきこしょうをかける)
Point　火にかけたまま塩こんぶを加えると焦げ付きや
　　　　すいので、必ず火を止めてから加える。

　

サ
ヤ
が
空
に
向
か
っ
て
伸
び
る
の

で
「
空
豆
」
、
ま
た
サ
ヤ
が
カ
イ
コ

の
形
に
似
て
い
る
の
で
「
蚕
豆
」
と

い
う
字
が
使
わ
れ
ま
す
。
市
内
で
は
、

一
寸
蚕
豆
（
い
っ
す
ん
さ
ん
と
う
・

い
っ
す
ん
そ
ら
ま
め
）
と
呼
ば
れ
る

ソ
ラ
マ
メ
が
主
に
栽
培
さ
れ
て
お
り
、

大
粒
で
甘
み
が
あ
り
、
一
つ
の
サ
ヤ

に
三
粒
以
上
入
っ
て
い
る
の
が
特
徴

で
す
。

　

ソ
ラ
マ
メ
は
春
先
に
ど
の
作
物
よ

り
も
早
く
熟
し
、
青
い
未
熟
な
も
の

は
煮
豆
や
お
菓
子
と
し
て
利
用
さ
れ
、

完
熟
し
た
乾
燥
豆
は
長
期
保
存
で
き

多
種
多
様
に
調
理
で
き
る
た
め
古
く

か
ら
世
界
中
で
栽
培
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
お
い
し
さ
の
賞
味
期
限
は
収
穫

後
わ
ず
か
に
３
日
間
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
収
穫
後
か
ら
、
甘
み
や
う
ま

み
が
ど
ん
ど
ん
失
わ
れ
て
し
ま
う
の

で
、
で
き
る
だ
け
早
く
調
理
し
、
お

い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

居酒屋　一（いち）
日和佐一樹さん

ジュニア野菜ソムリエ
藤田冨美恵さん

　松山、今治で修行後、23歳の時に
Ｕターンしてお店を開き５年になり
ます。地元が大好きなので、地元の
食材をたくさん使ってご近所の人た
ちの台所のような店にしたいです。
　ソラマメをまな板の上に置いて上
から抑え、包丁をまな板と平行にな
るようにすべらせて切れ目を入れ素
揚げすると簡単に皮が取れます。

サラダ油‥‥‥‥‥‥‥‥‥小さじ１
すりおろしにんにく‥‥‥‥小さじ１
あらびきこしょう‥‥‥‥‥お好みで
揚げ油‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥適量

タンパク質 ‥‥‥‥‥‥‥ 13.4ｇエネルギー‥‥‥‥‥‥‥‥178kcal
脂肪‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥8.2ｇ

居酒屋　一（いち）

　
Ｕ
ま
食
ち
　
か
る
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3/20 いのちの森づくり in ふなや
～本物の森は厳しい環境のなか市民のいのちを守る～

3/28 関西の料理関係者が西条の農産地を視察

祝！ 土砂災害防止に関するコンクール入選安全は 目配り気配り 思いやり  ～春の全国交通安全運動～

　船屋地区に整備中であった
東部一般廃棄物最終処分場で
開催された植樹イベントには
750人を越える市民の皆さん
が参加しました。
　世界各地で「広葉樹を植え
て防災に役立てよう」と呼び
かけている、横浜国立大学の
宮脇昭名誉教授のご指導のも
と、シイ・タブ・カシなど24
種類５千本の苗木が植え付け
られました。

　西条の食の魅力をＰＲし
販路拡大につなげるため、
関西地区で活躍中の有名料
理店のシェフや食に関する
雑誌の編集者など24人を招
き、当市の農産地を巡る視
察ツアーを実施しました。
　参加者は「良質な水のた
めか西条の食材はマイルド
でおいしい」など好印象を
得たようで、今後の関係発
展が大いに期待されます。

　新学年の開始に合
わせて、４月６日か
ら15日までの期間で
実施された春の全国
交通安全運動。     
  その初日に総合文
化会館前で開催され
た交通安全啓発式で
は、運動の基本方針
と重点事項などが確
認されたほか、関係
者の皆さんが通行中
のドライバーに安全
運転を呼びかける、
交通安全茶屋も行わ
れました。

　平成23年度土砂災
害防止に関する作品
コンクール（国土交
通省と愛媛県共催）
の作文部門で、玉津
小学校の後藤成輝君
の作品が、県砂防協
会会長賞を受賞しま
した。
　後藤君は昨年の同
コンクールでも県砂
防ボランティア協会
会長賞を受賞してお
り、２年連続の栄誉
となりました。おめ
でとうございます。

　ＪＩＣＡの青年海外協力隊員として、太平洋の島国マーシャル
諸島共和国に赴任する今井友紀子さん(小松町北川)が出発を前に
して市役所を訪れ、熱い抱負を語ってくれました。
 今井さんはこれから２年間、栄養士として現地の人々の健康指
導に従事する予定です。ご活躍を期待しています。

地
域
一
体
と
な
っ
た
日
ご
ろ
の
備
え
が
大
き
な
力
に

お
体
に
気
を
つ
け
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

名
水
に
育
ま
れ
た
西
条
の
食
の
魅
力
を
紹
介

み
ん
な
で
頑
張
ろ
ー
っ
！

宮
脇
名
誉
教
授
と
と
も
に
伊
藤
市
長
も
植
樹

西
条
農
高
生
ら
が
花
の
苗
を
渡
し
な
が
ら
交
通
安
全
を
Ｐ
Ｒ

西条から世界へ 青年海外協力隊員出発 !

　飯岡校区戻川自主防災会が５年前から自主的に行っている防災訓
練が、今年も約100人もの住民が参加して実施されました。
　南海地震を想定した避難訓練のほか、ＡＥＤ（自動体外式除細動
器）による心肺蘇生方法、毛布を使った簡易担架での搬送訓練も体
験。災害時には、こうした「市民力」が大きな力を発揮します。

4/8  「市民力」でコミュニティー防災 ！
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3/24 トップレベルの技術を！ フットサル教室3/24～25 わくわくドキドキ スポーツ体験教室

剣道と歩んだ青春の集大成 世界の舞台で勝負！悔しさをバネに！  春季四国ブロック大会制覇

新入園・新入学 おめでとうございます　～ 緊張のなか新生活のスタート ～

　昨秋の大会で惜しくも準優勝となり、全国大会出場の機会を逃
した西条リトルシニア。その悔しさをバネに練習に励んだ努力が
実り、春季四国ブロック大会を制して全国選抜野球大会出場を決
めた皆さんが、このほど市役所を訪れて７月開催の大会への熱い
決意を話してくれました。大会では全力を尽くして頑張れ！

　イタリアで開催される世界剣道選手権大会の日本代表メンバー
に選出された黒河香菜さん(丹原町徳能出身)。これまで全日本女
子学生剣道選手権大会で２度３位に輝くなど、重ねてきた実績と
実力が認められての代表入りです。その黒河さんが市役所を訪れ
て、大会に向けた意気込みを力強く語ってくれました。

　小学生のうちに少しでも多くの競技に接してもらおうと開かれ
た「スポーツ体験教室」には、２日間で14種目に約200人がチャ
レンジしました。参加した小学生たちは、心地よい汗をかきなが
らマナーや基本動作、さらには実践までを体験し、それまでは知
らなかった競技種目の楽しさを発見していました。

　次世代育成支援スポーツ事業として開催された「フットサル教
室」。日本フットサルリーグで活躍中の市原誉昭選手をはじめ６
人のコーチにより、個々のレベルに応じたパスや２人１組でのデ
ィフェンス練習などの技術レッスンが行われた後、先生方とのミ
ニゲームもあり、トップレベルの技に触れた１日となりました。

　満開の桜の花に迎えられ、今年も保育所・幼稚園で入園式が、小学校・中学校では入学式がそれぞれ執り行われました。
　まだ着慣れていない制服。大きく見えるランドセル。不安と期待が入り混じった表情。会場を包む式典独特の晴れがましい緊張感の
なか、新入園児・新入生を見守る視線はいずれも慈愛に満ちあふれていました。
　新入園・新入学おめでとうございます。この日の気持ちを大切にして、いつまでも大きな夢を持ち続けてください。そして友だちを
たくさんつくって、思い出に残る楽しい毎日となることを願っています。

集
中
力
を
高
め
て
世
界
の
頂
点
を
め
ざ
せ
！

次
は
全
国
制
覇
だ
！

無
限
の
可
能
性
に
ア
タ
ッ
ク
！

指
導
に
聞
き
入
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
は
真
剣
そ
の
も
の

▲

東
予
南
幼
稚
園
・
保
育
所

▲

神
拝
小
学
校

▲
 

小
松
幼
稚
園

▲
 

丹
原
東
中
学
校
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▲青年海外協力隊員
　今井　孝輝さん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こんにちは。2011年１月から２年間の任期で青年海外協力隊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　員としてバヌアツ共和国に赴任している西条市出身の今井孝輝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　です。
                                    　　　　　　　バヌアツ共和国は大洋州に位置する小さな島国です。温暖な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　気候で、タロイモやヤムイモといったイモ類とバナナを主食と
しています。焼いたり、蒸したり、ゆでたりと、いろいろな方法で調理しています。
　食べ物は山や海に十分あるため、みんなのんびりと生活しています。時間がとってもゆっくり流れて
いるように感じます。バヌアツの人々は陽気な人が多くて、道を歩いていると「ハロー、どこに行くの
？」とすれ違うたびに声をかけられます。
　私の活動は、現地の小学校の先生に算数の指導の仕方を教えることです。先生と一緒に授業をしたり
勉強会を開いたりしながら技術を移転していきます。
　活動していて一番嬉しかったことは、児童が自己紹介してくれるときに「コーキの授業はスペシャル
だよ」と言ってくれたことです。英語や現地語がままならないのにこのように言ってくれたことは自分
の中で自信となりました。自分が今できることをできる限りしようと思って活動していますが、使いた
いときに電気がない、道具がない、買いたくても売ってない、という環境で授業や勉強会の準備をする
のは大変でした。日本の学校環境とは大きく違っているため、自分ができることとできないことを見分
けることが大変でした。現地のことを良く知って現地の先生ができること、継続していけることを伝え
ていけたらと思っています。残りの１年間を精一杯活動していきたいと思います。

今井隊員からの報告85
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■行政相談
○５月１日㈫  13時～15時 市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○５月８日㈫　９時～12時　丹原福祉センター　　
○５月22日㈫　９時～12時　中川公民館
　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線230
○５月８日㈫　13時～15時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○５月18日㈮　13時～15時　小松農村環境改善センター
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線217

■人権相談
○月～金曜日（祝日除く）　８時30分～17時15分
　松山地方法務局西条支局
　問合せ　松山地方法務局西条支局　℡0570－003－110
　　　　　西条人権擁護委員協議会　℡0897－56－0188

■法律相談
　弁護士による法律相談（定員15人、１人15分）
　事前予約が必要。先着順（予約受付は５月１日㈫～）
○５月９日㈬・23日㈬　13時～17時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1493
○５月16日㈬　13時～17時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134

■消費生活相談　　月～金曜日（祝日除く）　
○８時30分～17時15分　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1495
　　　　　　　　　　　各総合支所総務課（電話番号は17頁上段掲載）
○９時～19時　愛媛県消費生活センター　℡089－925－3700
■司法書士法律無料相談（相続、遺言、多重債務相談を含む）
　５月15日㈫　10時～12時（受付は11時15分まで）　
　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　愛媛県司法書士会　℡0898－68－3373　担当：池田
■社会保険出張相談
　５月16日㈬　10時～15時30分　西条商工会議所
　問合せ　新居浜年金事務所　℡0897－35－1362
　年金定期便のお問い合わせは専用ダイヤル0570－058ー555へ

■社会保険等相談
　５月10日㈭　10時～16時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　市庁舎本館商工労政課　℡0897－52－1482

■お酒の悩み相談
　５月23日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階会議室１
　問合せ　西条断酒会　℡0897－55－8030　担当：辻本

■青少年電話相談
◆ヤングテレホン　月～金曜日（祝日除く）８時30分～17時
　℡0897－52－2828（青少年育成センター）
◆いじめ相談ダイヤル24　毎日24時間受付
　℡0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話は℡089－960－8522）

■子育て相談
◆カウンセラーによる専門的相談（教育・発達、医療など）
　土・日曜日　10時～16時　総合福祉センター（もてこい元気館）
　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」　℡0897－55－1018
◆平日の子育て相談（地域子育て支援センター）
　○ひだまり　　総合福祉センター内　℡0897－55－1018
　○おさなごゆめの城　飯岡保育園内　℡0897－55－2311
　○らっこ・はうす　東予南保育所内　℡0898－64－3112
　○たんぽぽくらぶ　小松東保育所内　℡0898－72－2538
　○さくらんぼ　中川さくら保育園内　℡0898－73－2141

■女性児童各種相談　受付時間：８時30分～17時15分
◆家庭児童相談　月～金曜日（祝日除く）
　市庁舎別館女性児童福祉課、東予総合支所市民福祉課
◆婦人相談（ＤＶ相談含む）
　月・火・木・金曜日（祝日除く）市庁舎別館女性児童福祉課
　毎週水曜日（祝日除く）　　　　東予総合支所市民福祉課
◆母子自立相談
　火・水・金曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　月・木曜日（祝日除く）　　　　東予総合支所市民福祉課
◆ＤＶ専門相談（夫やパートナーからの暴力についての相談）
　毎週水曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　問合せ　市庁舎別館女性児童福祉課　℡0897－52－1373
　　　　　東予総合支所市民福祉課　　℡0898－64－2700

■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）　℡0897－53－0880
　月～金曜日（祝日除く）　13時～16時
○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）　℡0898－64－2600
　月・金曜日（祝日除く）　９時～12時
○丹原福祉センター　℡0898－76－2433
　毎週火曜日（祝日除く）　９時～12時
○小松地域福祉センター　℡0898－72－6363
　第２・４水曜日（祝日除く）　13時～16時
　問合せ・主催　社会福祉協議会　各支所
■補聴器相談会
　５月16日㈬　10時～15時　市庁舎本館１階1 0 2会議室
　　　　　　　　　　　　　東予総合支所１階第１会議室
　問合せ　市庁舎別館社会福祉課　℡0897－52－1214

■精神障害者の家族相談会
　５月17日㈭　13時30分～15時30分
　西条市総合福祉センター２階社会活動団体室
　問合せ　さくら家族会（さくらんぼハウス内）℡0897－53－1803
■不動産無料相談
　５月８日㈫　13時～15時　
　宅建協会西条支部（明屋敷57－11兵庫ビル２階）
　問合せ ・ 主催　宅建協会西条支部　℡0897ー55ー0988

■無料不動産相談
　５月10日㈭　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　℡0898－64－5000
　主催　宅建協会周桑支部、西条商工会議所

日　時　５月14日㈪　10時～15時　　
場　所　松山地方裁判所西条支部
受　付　当日受付（10時～11時30分、13時～14時30分）
主　催　愛媛弁護士会西条支部
後　援　松山地方裁判所西条支部
　　　　松山家庭裁判所西条支部
問合せ　愛媛弁護士会西条支部  　 ℡0897－55－2484
        　 松山地方裁判所西条支部　℡0897－56－0685

弁護士会による無料法律相談
日　　時　６月１日㈮　９時～21時
電話番号　０１２０－４５９－７３７（フリーダイヤル）
　　　　　携帯電話からの相談も可能（予約不要）
相談内容　差別待遇、暴行・虐待、いじめ、プライバシー
　　　　　の侵害など、家庭や近隣関係などにおける人権
　　　　　問題に関するあらゆる相談（秘密厳守・無料）
相談担当　人権擁護委員・法務局職員
主　　催　松山地方法務局・愛媛県人権擁護委員連合会

四国一斉「人権擁護委員の日12時間電話相談」
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吐
物
に
は
大
量
の

ウ
イ
ル
ス
が
含
ま
れ
て
お
り
、
乾

燥
し
た
吐
物
が
空
気
中
に
舞
い
上

が
っ
た
も
の
が
口
に
入
り
、
ホ
テ

ル
や
ク
ル
ー
ズ
船
で
集
団
感
染
を

お
こ
し
、
ニ
ュ
ー
ス
に
も
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
夏
に
か
け
て

　

梅
雨
か
ら
夏
を
迎
え
る
こ
れ
か

ら
の
季
節
は
、
細
菌
に
よ
る
食
中

毒
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

原
因
と
な
る
細
菌
に
は
多
く
の

種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
最
近
増
え

て
い
る
も
の
、
重
症
化
し
社
会
問

題
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
、
カ
ン

ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
と
腸
管
出
血
性
大

腸
菌（
Ｏ
ー
１
５
７
な
ど
）で
す
。

　

カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
に
よ
る
食

中
毒
は
一
年
中
発
生
し
ま
す
が
、

特
に
5
月
か
ら
7
月
に
ピ
ー
ク
を

迎
え
ま
す
。
原
因
の
大
半
は
、
肉

類
（
特
に
鶏
肉
関
連
食
品
、
レ
バ

ー
な
ど
）
で
、
生
食
や
加
熱
の
不

十
分
な
調
理
が
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

主
な
症
状
は
腹
痛
、
下
痢
（
時

に
血
便
）
で
す
が
、
発
熱
、
頭
痛
、

吐
き
気
な
ど
を
伴
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
は
、
主
に

牛
の
腸
の
中
に
い
る
細
菌
で
、
牛

の
糞
を
介
し
て
牛
肉
や
そ
の
他
の

食
品
に
付
着
し
ま
す
。
レ
バ
ー
や

ユ
ッ
ケ
な
ど
生
肉
は
要
注
意
で
す
。

　

菌
が
つ
い
た
食
品
を
食
べ
る
と
、

菌
の
毒
素
に
よ
り
下
痢
、
激
し
い

腹
痛
（
特
に
右
下
腹
部
）、
発
熱
、

血
便
、
嘔
吐
な
ど
の
症
状
が
現
れ

ま
す
。
特
に
子
ど
も
や
高
齢
者
は
、

溶
血
性
尿
毒
症
症
候
群
と
い
う
、

重
い
合
併
症
を
お
こ
し
て
死
亡
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
、
食
中
毒
に
よ
る
死
者
は

9
年
ぶ
り
に
10
名
を
超
え
、
そ
の

な
か
で
も
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
に

よ
る
も
の
が
半
数
以
上
を
占
め
て

お
り
、
こ
の
菌
に
よ
る
食
中
毒
が
、

重
症
化
し
や
す
い
危
険
な
も
の
で

あ
る
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
浮
き
彫

り
に
な
り
ま
し
た
。

食
中
毒
に
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　

普
段
は
健
康
な
人
な
ら
、
特
別

な
治
療
を
し
な
く
て
も
治
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
が
、
高
熱
や
強
い

腹
痛
、
血
便
が
出
る
と
き
、
２
、３

日
た
っ
て
も
よ
く
な
ら
な
い
と
き
、

水
分
も
受
け
付
け
な
い
よ
う
な
状

態
が
長
く
続
く
と
き
、
抵
抗
力
の

弱
い
子
ど
も
や
高
齢
者
、
持
病
の

あ
る
方
な
ど
は
、
早
め
に
医
療
機

関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

口
か
ら
食
べ
ら
れ
る
状
態
で
あ

れ
ば
、
あ
ぶ
ら
も
の
は
避
け
、
消

化
の
よ
い
も
の
を
少
量
か
ら
食
べ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

吐
き
気
が
あ
る
と
き
は
、
ひ
と

ま
ず
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
を

少
し
ず
つ
飲
み
、
ク
ラ
ッ
カ
ー
や

バ
ナ
ナ
な
ど
を
一
緒
に
食
べ
る
と

よ
い
で
し
ょ
う
。

　

特
に
高
齢
者
で
は
、
吐
い
た
も

の
を
吸
い
込
ん
で
窒
息
や
肺
炎
の

原
因
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

吐
き
や
す
い
体
位
を
と
ら
せ
て
あ

げ
る
こ
と
も
必
要
で
す
。	

　

家
族
や
身
近
な
人
に
う
つ
さ
な

い
た
め
に
、
特
に
ト
イ
レ
の
後
は

せ
っ
け
ん
で
よ
く
手
を
洗
う
よ
う

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
一
見
き
れ

い
に
見
え
て
も
、
ト
イ
レ
の
ド
ア

ノ
ブ
や
水
道
の
蛇
口
、
照
明
の
ス

イ
ッ
チ
に
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
つ
い

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
う
所
を
触
っ
た
手
か
ら
感
染
す

る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

食
中
毒
に
か
か
ら
な
い
た
め
に

　

食
中
毒
菌
を
「
つ
け
な
い
、
増

や
さ
な
い
、
や
っ
つ
け
る
」。
こ

れ
が
食
中
毒
予
防
の
三
原
則
で
す
。

　

な
ん
と
い
っ
て
も
手
洗
い
が
重

要
で
す
。
ト
イ
レ
の
後
、
外
出
か

ら
帰
っ
た
後
、
調
理
や
食
事
の
前

に
は
、
必
ず
十
分
洗
い
ま
し
ょ
う
。

○
生
も
の
は
す
ぐ
冷
蔵
庫
に
い
れ
る
。

○
調
理
の
と
き
、
生
肉
や
魚
を
扱

　

っ
た
包
丁
や
ま
な
板
は
洗
っ
て

　

熱
湯
消
毒
す
る
。

○
肉
や
魚
は
十
分
加
熱
し
て
食
べ
る
。

○
肉
の
生
食
は
避
け
る
。

○
生
肉
を
扱
う
は
し
と
、
食
べ
る

　

と
き
に
使
う
は
し
は
別
に
す
る
。

○
怪
し
い
と
感
じ
た
食
品
は
迷
わ

　

ず
捨
て
る
。

　

な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
で

食
中
毒
は
予
防
で
き
る
の
で
す
。

西条市医師会会員
村上記念病院
内科　村上重人

食
中
毒
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11日㈮　９：30～11：00　小松保健センター

10日㈭　９：30～11：00　丹原保健センター

10日㈭　10：00～11：30　飯岡公民館

15日㈫　10：00～11：30　玉津公民館

７日㈪　９：30～11：00　東予保健センター

８日㈫　９：30～11：00　中央保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場

　妊娠や出産、育児などについての相談や

情報交換が行えます。

　相談には助産師・保育士・保健師・栄養

士などの専門スタッフが応じ、問題解決に

向けて一緒に考えます。

※２週間以内に感染症にかかった方、接触

　された方、治って間もない方の来場は、

　ご遠慮ください。

○日時　毎週火曜日（祝日除く）

　　　　10時～15時（受付：14時30分まで）

○場所・問合せ　中央保健センター

◆チェリーくらぶ

　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお

しゃべりのできる空間を提供しています。

○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）

　　　　９時～16時

○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）

　受付時間：13時30分～16時

○中央保健センター　５月14日㈪

○東予保健センター　５月７日㈪

○丹原保健センター　５月21日㈪

○小松保健センター　５月28日㈪

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）

　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時

◆骨髄バンク登録（要予約）

　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時

◆精神保健相談（要予約）

　５月28日㈪　13時30分～15時30分

◆難病医療相談（要予約）

　５月22日㈫　13時30分～15時30分

○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■５月の献血日程
◆パルティ・フジ東予店

　５月16日㈬　

　10時～11時30分・12時30分～16時

（東予ライオンズクラブ協力による開催）

○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※必要な物　母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

15日㈫
17日㈭

22日㈫

10日㈭

８日㈫
24日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成24年１月１日～
１月31日の出生児

平成24年１月１日～
２月29日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診

13：00～14：00
東予

東予・丹原・小松

平成22年10月１日～
10月31日の出生児16日㈬ 東予・丹原・小松13：00～13：30

中央 西条

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成21年４月１日～
４月30日の出生児13：00～14：00 中央 西条

　野菜の効果や効能を学習し、１日の摂取目安量である350gの量を実際に目
で見て体験するなど、野菜の上手な食べ方や調理方法を身につけます。
対象　市内在住の方で、特定保健指導対象者、食と健康に興味のある方
▼野菜を食べよう教室　５月の日程等　　　　　　※申し込みは１週間前まで受付

小松保健センター 15人５月24日㈭ 講義　９時30分～11時
調理実習　11時～13時

場所・申込先 開催日 定員 受講時間

※６月は中央保健センターで実施予定

内容　カロリー編：食べ物のカロリーを知って、理想の体重に近づこう
　　　バランス編：食事バランスガイドを知って、体の内側から美しくなる
▼食事のツボ講座　５月・６月の日程等　　　　　※申し込みは前日まで受付

中央保健センター

東予保健センター

丹原保健センター

小松保健センター

場所・申込先

13時30分～15時

６月22日㈮

６月18日㈪

６月８日㈮

６月15日㈮

５月25日㈮

５月18日㈮

カロリー編 バランス編 受講時間

ー

ー

　教室では毎週テーマを決めて運動を行います。
　教室開催期間であれば、いつからでも参加可能で、参加回数も自由です。
　体力アップ、元気アップ、若々しさアップしたい方、気軽に教室に参加し
てみませんか。
対象　Ａ教室：おおむね60歳から74歳の西条市民の方
　　　Ｂ教室：おおむね30歳から59歳の西条市民の方
※身体状況で、主治医意見書の提出を求めたり参加をお断りする場合があります。
申込期間　５月10日㈭～　※定員になり次第、締め切ります。

中央保健センター

東予北地域
　　交流センター

場所・申込先
６月７日～平成25年３月28日
　毎週木曜日　Ａ：９時～10時
　　　　　　　Ｂ：10時30分～11時30分
６月５日～平成25年３月26日
　毎週火曜日　Ａ：18時～19時
　　　　　　　Ｂ：19時30分～20時30分
６月５日～平成25年３月26日
　毎週火曜日　Ａ：９時～10時
　　　　　　　Ｂ：10時30分～11時30分

日　時（週１回） 内　容

第１週
ボール運動
第２週
ステップ台運動
第３週
いすを使った運動
第４週
タオル体操東予保健センター

６月６日～平成25年３月27日
　毎週水曜日　Ａ：９時～10時
　　　　　　　Ｂ：10時30分～11時30分

※東予北地域交流センター開催分の申込み先は、東予保健センターです。

日　時　６月２日㈯　14時30分～16時30分
会　場　東予総合福祉センター２階
対　象　小学生未満
内　容　歯みがき教室、歯の健康相談、
　　　　フッ素塗布、記念品（歯ブラシ）
　　　　プレゼント
問合せ　黒河歯科医院　℡0898－68－7273

日　時　６月３日㈰　９時～11時30分
会　場　総合福祉センターＡ棟２階
内　容　フッ素塗布、ブラッシング指導、
　　　　歯周病健診、顕微鏡で見るお口
　　　　の細菌、咬合力（かむ力）測定、
　　　　口臭測定
問合せ　まつまえ歯科医院
　　　　℡0897－58－2234

日　時　６月３日㈰　13時30分～15時
会　場　総合福祉センター研修室１
講　師　西条市教育委員長・
　　　　野菜ソムリエ　年森恭子氏
演　題　ちょっと楽しい雑学 野菜＆環境
　　　　～ふるさと西条編～
問合せ　さかもと歯科医院
　　　　℡0897－52－1182

　けしには植えて良いけし（ひなげし、おにげし等）と植えてはいけない
けしがあります。植えてはいけないけしは麻薬の原料となるため、法律で
栽培が厳しく規制されています。
　愛媛県では、けしの花が咲く４月から６月を「不正大麻・けし撲滅運動
月間」として、正しい知識の普及啓発や不正栽培の発見除去などの活動を
しています。不正栽培または自生している大麻や植えてはいけないけしを
見つけた場合は、西条保健所（℡0897－56－1300）にご相談ください。

植えてはいけないけしの特徴
○成長した草丈は１ｍ以上で、茎は太くがっちりしている。
○茎や葉の表面にはほとんど毛がない。
○茎や葉は「ろう」がかかったような白っぽい緑色。
○葉の付け根が太い茎を半分抱くような形でついている。

　健康づくり推進員は、地域の人たちの健康意識向上を目的に、健康に関
する講演会や運動教室などを開催しています。市内
の推進員が一堂に会した交流会では、自分たちの活
動報告や個人で取り組んでいる健康づくりについて
意見交換を行いました。今後も推進員の活動につい
ては、随時紹介していきます。

　３月に完了認定証を交付した方は次の
とおりです。（敬称略）
◆全国１周完了（10,310㎞）
○渡辺哲也（喜多台）
○梶　的賀（北条）
○菅　宗三（三芳）
○眞鍋泰行（丹原町高松）
○眞鍋計惠（丹原町高松）
○田坂幸祐（神拝甲）
◆北海道１周コース（2,190㎞）
○髙橋靜枝（丹原町願連寺）
○西山武夫（丹原町高松）
◆九州１周コース（1,840㎞）
○曽我部克己（喜多川）
○豊田明良（飯岡）
○越智正隆（丹原町丹原）
○宮内勝利（樋之口）
◆四国１周コース（940㎞）
○藏本俊雄（玉津）
○藤原正博（喜多台）
○稲井弘美（丹原町今井）

おめでとうございますおめでとうございます

■平成19年４月２日以降に生まれた方

初回 ２回

１回

１回追加

第２期

期　別

３歳以上４歳未満

４歳以上５歳未満

生後６カ月以上90カ月未満

９歳以上10歳未満９歳以上13歳未満

生後６カ月以上90カ月未満
（初回終了後、おおむね１年後）

標準年齢対象年齢 接種回数

第
１
期

■平成７年６月１日から平成19年４月１日の間に生まれた方
　平成17年５月から平成22年３月末までの間に接種勧奨を差し控えていたこ
とで、完了していない分の接種を20歳未満までの間に受けることができます。
　このうち、次の方は厚生労働省局長通知に基づき、特に接種をお勧めする
ことになりました。
　①小学校２・３年生：第１期初回接種の１回目および２回目
　②小学校４年生：第１期追加接種

■接種方法
　育児のしおりの中の接種券と予診票を利用して接種を受けましょう。
　※育児のしおりをお持ちでない方や２期の接種を希望される方は、接種券
　　と予診票を最寄りの保健センターでお渡しします。

慢性腎臓病早期発見のため24年度から健診の検査項目を追加

【追加項目】
　●血液検査：クレアチニン・尿酸　　●尿検査：尿潜血
　※健診の日程などは、４月号の「健康カレンダー」を参考にしてください。

　腎臓は沈黙の臓器といわれており、「知らず知らずのうちに症状が進み
人工透析に至る」というケースもあります。
　あなたの腎臓の状態を知るために、まずは健診を受けましょう。
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11日㈮　９：30～11：00　小松保健センター

10日㈭　９：30～11：00　丹原保健センター

10日㈭　10：00～11：30　飯岡公民館

15日㈫　10：00～11：30　玉津公民館

７日㈪　９：30～11：00　東予保健センター

８日㈫　９：30～11：00　中央保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場

　妊娠や出産、育児などについての相談や

情報交換が行えます。

　相談には助産師・保育士・保健師・栄養

士などの専門スタッフが応じ、問題解決に

向けて一緒に考えます。

※２週間以内に感染症にかかった方、接触

　された方、治って間もない方の来場は、

　ご遠慮ください。

○日時　毎週火曜日（祝日除く）

　　　　10時～15時（受付：14時30分まで）

○場所・問合せ　中央保健センター

◆チェリーくらぶ

　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお

しゃべりのできる空間を提供しています。

○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）

　　　　９時～16時

○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）

　受付時間：13時30分～16時

○中央保健センター　５月14日㈪

○東予保健センター　５月７日㈪

○丹原保健センター　５月21日㈪

○小松保健センター　５月28日㈪

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）

　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時

◆骨髄バンク登録（要予約）

　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時

◆精神保健相談（要予約）

　５月28日㈪　13時30分～15時30分

◆難病医療相談（要予約）

　５月22日㈫　13時30分～15時30分

○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■５月の献血日程
◆パルティ・フジ東予店

　５月16日㈬　

　10時～11時30分・12時30分～16時

（東予ライオンズクラブ協力による開催）

○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※必要な物　母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

15日㈫
17日㈭

22日㈫

10日㈭

８日㈫
24日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成24年１月１日～
１月31日の出生児

平成24年１月１日～
２月29日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診

13：00～14：00
東予

東予・丹原・小松

平成22年10月１日～
10月31日の出生児16日㈬ 東予・丹原・小松13：00～13：30

中央 西条

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成21年４月１日～
４月30日の出生児13：00～14：00 中央 西条

　野菜の効果や効能を学習し、１日の摂取目安量である350gの量を実際に目
で見て体験するなど、野菜の上手な食べ方や調理方法を身につけます。
対象　市内在住の方で、特定保健指導対象者、食と健康に興味のある方
▼野菜を食べよう教室　５月の日程等　　　　　　※申し込みは１週間前まで受付

小松保健センター 15人５月24日㈭ 講義　９時30分～11時
調理実習　11時～13時

場所・申込先 開催日 定員 受講時間

※６月は中央保健センターで実施予定

内容　カロリー編：食べ物のカロリーを知って、理想の体重に近づこう
　　　バランス編：食事バランスガイドを知って、体の内側から美しくなる
▼食事のツボ講座　５月・６月の日程等　　　　　※申し込みは前日まで受付

中央保健センター

東予保健センター

丹原保健センター

小松保健センター

場所・申込先

13時30分～15時

６月22日㈮

６月18日㈪

６月８日㈮

６月15日㈮

５月25日㈮

５月18日㈮

カロリー編 バランス編 受講時間

ー

ー

　教室では毎週テーマを決めて運動を行います。
　教室開催期間であれば、いつからでも参加可能で、参加回数も自由です。
　体力アップ、元気アップ、若々しさアップしたい方、気軽に教室に参加し
てみませんか。
対象　Ａ教室：おおむね60歳から74歳の西条市民の方
　　　Ｂ教室：おおむね30歳から59歳の西条市民の方
※身体状況で、主治医意見書の提出を求めたり参加をお断りする場合があります。
申込期間　５月10日㈭～　※定員になり次第、締め切ります。

中央保健センター

東予北地域
　　交流センター

場所・申込先
６月７日～平成25年３月28日
　毎週木曜日　Ａ：９時～10時
　　　　　　　Ｂ：10時30分～11時30分
６月５日～平成25年３月26日
　毎週火曜日　Ａ：18時～19時
　　　　　　　Ｂ：19時30分～20時30分
６月５日～平成25年３月26日
　毎週火曜日　Ａ：９時～10時
　　　　　　　Ｂ：10時30分～11時30分

日　時（週１回） 内　容

第１週
ボール運動
第２週
ステップ台運動
第３週
いすを使った運動
第４週
タオル体操東予保健センター

６月６日～平成25年３月27日
　毎週水曜日　Ａ：９時～10時
　　　　　　　Ｂ：10時30分～11時30分

※東予北地域交流センター開催分の申込み先は、東予保健センターです。

日　時　６月２日㈯　14時30分～16時30分
会　場　東予総合福祉センター２階
対　象　小学生未満
内　容　歯みがき教室、歯の健康相談、
　　　　フッ素塗布、記念品（歯ブラシ）
　　　　プレゼント
問合せ　黒河歯科医院　℡0898－68－7273

日　時　６月３日㈰　９時～11時30分
会　場　総合福祉センターＡ棟２階
内　容　フッ素塗布、ブラッシング指導、
　　　　歯周病健診、顕微鏡で見るお口
　　　　の細菌、咬合力（かむ力）測定、
　　　　口臭測定
問合せ　まつまえ歯科医院
　　　　℡0897－58－2234

日　時　６月３日㈰　13時30分～15時
会　場　総合福祉センター研修室１
講　師　西条市教育委員長・
　　　　野菜ソムリエ　年森恭子氏
演　題　ちょっと楽しい雑学 野菜＆環境
　　　　～ふるさと西条編～
問合せ　さかもと歯科医院
　　　　℡0897－52－1182

　けしには植えて良いけし（ひなげし、おにげし等）と植えてはいけない
けしがあります。植えてはいけないけしは麻薬の原料となるため、法律で
栽培が厳しく規制されています。
　愛媛県では、けしの花が咲く４月から６月を「不正大麻・けし撲滅運動
月間」として、正しい知識の普及啓発や不正栽培の発見除去などの活動を
しています。不正栽培または自生している大麻や植えてはいけないけしを
見つけた場合は、西条保健所（℡0897－56－1300）にご相談ください。

植えてはいけないけしの特徴
○成長した草丈は１ｍ以上で、茎は太くがっちりしている。
○茎や葉の表面にはほとんど毛がない。
○茎や葉は「ろう」がかかったような白っぽい緑色。
○葉の付け根が太い茎を半分抱くような形でついている。

　健康づくり推進員は、地域の人たちの健康意識向上を目的に、健康に関
する講演会や運動教室などを開催しています。市内
の推進員が一堂に会した交流会では、自分たちの活
動報告や個人で取り組んでいる健康づくりについて
意見交換を行いました。今後も推進員の活動につい
ては、随時紹介していきます。

　３月に完了認定証を交付した方は次の
とおりです。（敬称略）
◆全国１周完了（10,310㎞）
○渡辺哲也（喜多台）
○梶　的賀（北条）
○菅　宗三（三芳）
○眞鍋泰行（丹原町高松）
○眞鍋計惠（丹原町高松）
○田坂幸祐（神拝甲）
◆北海道１周コース（2,190㎞）
○髙橋靜枝（丹原町願連寺）
○西山武夫（丹原町高松）
◆九州１周コース（1,840㎞）
○曽我部克己（喜多川）
○豊田明良（飯岡）
○越智正隆（丹原町丹原）
○宮内勝利（樋之口）
◆四国１周コース（940㎞）
○藏本俊雄（玉津）
○藤原正博（喜多台）
○稲井弘美（丹原町今井）

おめでとうございますおめでとうございます

■平成19年４月２日以降に生まれた方

初回 ２回

１回

１回追加

第２期

期　別

３歳以上４歳未満

４歳以上５歳未満

生後６カ月以上90カ月未満

９歳以上10歳未満９歳以上13歳未満

生後６カ月以上90カ月未満
（初回終了後、おおむね１年後）

標準年齢対象年齢 接種回数

第
１
期

■平成７年６月１日から平成19年４月１日の間に生まれた方
　平成17年５月から平成22年３月末までの間に接種勧奨を差し控えていたこ
とで、完了していない分の接種を20歳未満までの間に受けることができます。
　このうち、次の方は厚生労働省局長通知に基づき、特に接種をお勧めする
ことになりました。
　①小学校２・３年生：第１期初回接種の１回目および２回目
　②小学校４年生：第１期追加接種

■接種方法
　育児のしおりの中の接種券と予診票を利用して接種を受けましょう。
　※育児のしおりをお持ちでない方や２期の接種を希望される方は、接種券
　　と予診票を最寄りの保健センターでお渡しします。

慢性腎臓病早期発見のため24年度から健診の検査項目を追加

【追加項目】
　●血液検査：クレアチニン・尿酸　　●尿検査：尿潜血
　※健診の日程などは、４月号の「健康カレンダー」を参考にしてください。

　腎臓は沈黙の臓器といわれており、「知らず知らずのうちに症状が進み
人工透析に至る」というケースもあります。
　あなたの腎臓の状態を知るために、まずは健診を受けましょう。
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日 日

内　　　科

内　　　科

外　　　科

外　　　科 内　　　科 外　　　科

内　　　科 外　　　科

休日の当番病医院

平日夜間の当番病医院

９時から18時まで

18時から22時まで 18時から22時まで

18時から22時まで

　５月31日は世界保健機関（ＷＨＯ）が制定した禁煙を推進するための
記念日です。たばこは、がんや心臓病など多くの病気の要因となり喫煙
者だけでなく子どもや家族など周りの人々の健康にも影響を及ぼします。
　禁煙外来（禁煙治療）を保険診療で行える医療機関も増えています。
市内では右記一覧のとおりです。診察日などは必ず各病医院で確認して
ください。
　世界禁煙デーをきっかけに喫煙や受動喫煙がもたらす健康被害につい
て考えてみませんか？

５月31日は世界禁煙デー
　　５月31日～６月６日は「禁煙週間」

市内禁煙外来実施医療機関（平成24年３月現在）
●西条市立周桑病院　　　℡0898－64－2630
●渡部内科病院　　　　　℡0898－64－1200
●共立病院　　　　　　　℡0898－64－2662
●横山病院　　　　　　　℡0898－72－2121
●田渕外科　　　　　　　℡0898－65－5651
●小林耳鼻咽喉科クリニック　℡0898－64－3387
●西条愛寿会病院　　　　℡0897－55－2300
●村上記念病院　　　　　℡0897－56－2300
●済生会西条病院　　　　℡0897－55－5100
●としもり内科医院　　　℡0897－53－6300
●坂根医院　　　　　　　℡0897－55－4021
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No.81　キョウジョシギ（旅鳥）
　全長22㎝、顔から胸に歌舞伎役者の隈取りのような模様があ
るシギです。河口の砂礫地を歩きながらくちばしで小石を裏返
して餌を探しています。名前は漢字で「京女鷸」と書き、美し
い赤褐色の羽色から京都の女性に例えて名付けられたとか。西
条では春と秋の渡りの季節に沿岸部の河口付近で見られます。

くま

平成24年３月末日現在
住民基本台帳登録数 (   )内は前月比

人　口　113,845 人（－366人）

　男　　  54,536 人 （－215人）

　女　　  59,309 人 （－151人）

世　帯　  48,463世帯(－58世帯）

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）

■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）

■災害情報
　0897ー55ー5551（発生時）

　４月から西条市職員に採用され、広報
を担当することになりました。
　以前は新聞記者として、主に東予地域
を取材していました。その中で、豊かな
自然や市民の皆さんの温かい心遣いに触
れ、「この街で働きたい」と思い転職を
しました。
　「市役所とは、市民の役に立つ所でな
ければならない」。４月２日の辞令交付
式で、伊藤市長が私たち新規採用職員に
話された言葉です。
　諸先輩方のようにテキパキと働けるま
でには修行が必要ですが、皆さんのお役
に立てる広報紙づくりにガンバリます。
　よろしくお願いします。　　　　( や )

第
79
回　

  

東 

光 

の 

石 

灯 

籠

　石灯籠の傍らに移
設された旧加茂川橋
の親柱には、「小松へ
壹里二十三町（現在
の距離で約 6.5 ㎞）」
「角野村へ三里三十
町（同約 15 ㎞）」と
記されています。
　その昔、旅人は川
風に吹かれながらこ
の道標を見て、歩み
を早めたりしたのか
も知れませんね。

▲ 対岸から見た
「東光の石灯籠」

▲

今はなき旧加
茂川橋により、
この讃岐街道は
川の向こう岸と
つながっていた
のです。

広報さいじょう　2012　５月号39



▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　℡0897－53－5500

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【５月の休館日】 毎週月曜日、１日㈫、２日㈬、８日㈫、９日㈬、10日㈭

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

５

小ホール
展 示 室

小ホール

市教育委員会社会教育課

11：30 竹ダンス（若原） ℡0897－56－6348

℡0897－52－1628

12：00社交ダンスパーティー日６

金18

大ホール12：00
9：30

12：25
10：00

無　料

無　料

無　料

1000円

500円

大ホール17：30 西条市総務課 ℡0897－52－125618：30ＮＨＫ公開録画「それいけ！民謡うた祭り」

土
日

12
13 10：00第41回西条地域春季市民芸術文化祭：美術展

※12日は17時、13日は16時まで展示

土
日

12
13 第41回西条地域春季市民芸術文化祭：芸能祭

無　料
※整理券必要

無　料
※整理券必要

大　人：2000円
子ども：1500円

土19 大ホール12：30 西条市港湾課 ℡0897－52－123613：00港湾フォーラム　地震・津波・液状化とその取り組み

日20 大ホール13：00 西条・新居浜カッパ友の会 ℡0896－56－213513：30劇団カッパ座公演　ピノキオ

金25 小ホール9：50 短歌大会実行委員会 ℡0897－55－673910：30第75回東予短歌大会

土26 大ホール13：00 西条ライオンズクラブ ℡0897－56－398013：30～未来にはばたけ～ 西条市中学校・高等学校 吹奏楽コンサート

水30 大ホール18：00 旧西条市の各寺院18：30女優 小林綾子の朗読と平安音楽の響き「蜘蛛の糸」

入場料　5,000円
チケット販売所
　総合文化会館、丹原文化会館、
　d-ticket、ｅ+、LAWSON TICKET等
問合せ　総合文化会館

木８/２ 18時30分開演　総合文化会館大ホール

チケット好評発売中！

日５/27 10時～16時 丹原文化会館駐車場（雨天時は館内）
●内　容　アート制作・展示・発表、
　　　　　演奏、演技、石彫公開制作
　　　　　食べ物市など
●問合せ　丹原文化会館

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【５月の休館日】 毎週月曜日、１日㈫、２日㈬、８日㈫、９日㈬、10日㈭、11日㈮

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　℡0898－68－3555

℡0898－68－3555

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

丹原文化会館５ 全　館吹奏楽クリニック土19 9：00 9：30

無　料

無　料

小ホール9：00
日

～

日

20

～

27

500円

℡0898－68－3555丹原文化会館駐車場ほか西条アートフェスティバル2012　※16時まで日27 10：00

西条さくら咲く展2012　※17時まで ℡0898－68－3555丹原文化会館

「西条の桜」をテーマ
にした絵画、写真、書
などの美術作品を展示

９時～17時
丹原合文化会館小ホール

日５/20 日～27

日７/15 開催　総合文化会館大ホール

●出演条件　西条市内を中心に活動しているコーラスグループ
●応募方法　総合文化会館にある申込書に必要事項を記入し、総合
　　　　　文化会館へ提出または郵送、ファックスしてください。
　　　　　FAX 0897－53－5566
●応募期限　５月22日㈫　※当日消印有効

出 演 団 体 募 集 中 ！

N
o.90
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